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岡
本
宗
好
の
家
集
『
露
底
集
』
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
慶
應
義
塾
大
学
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
所
蔵
の
写
本
一
冊
（
以
下
慶
應
本
と
称

す
）
が
知
ら
れ
て
お
り
、
古
典
文
庫
『
近
世
初
期
諸
家
集
』
下
に
、
岡
本
聡
氏
に
よ
る
翻
刻
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
慶
應
本
所
収

歌
は
「
年
内
立
春
」
か
ら
「
江
上
暮
春
」
ま
で
全
て
春
の
歌
で
、
歌
数
は
六
百
九
十
五
首
と
少
な
く
は
な
い
も
の
の
、
春
之
部
の
み
の
端
本

で
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
の
後
、国
文
学
研
究
資
料
館
に
収
蔵
さ
れ
た
『
露
底
集
』
写
本
一
冊
（
ナ2-547

、以
下
国
文
研
本
と
称
す
）
は
、「
歳

（
内
立
）
春
」
か
ら
「
閏
月
歳
暮
」
ま
で
の
四
季
の
歌
を
収
め
る
。
そ
の
う
ち
、
春
の
部
は
十
八
丁
分
、
二
百
十
五
首
で
あ
る
が
、
慶
應
本

と
重
な
る
歌
も
重
な
ら
な
い
歌
も
あ
り
、
総
歌
数
の
違
い
も
含
め
て
、
慶
應
本
と
国
文
研
本
は
異
系
統
本
と
言
え
る
。

　

こ
こ
に
新
た
に
紹
介
す
る
三
冊
本
『
露
底
集
』
は
、
下
冊
奥
の
跋
文
か
ら
一
関
藩
主
、
田
村
宗
永
（
建
顕
）
編
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ

る
（
以
下
宗
永
本
と
称
す
）。
上
冊
に
は
宗
好
詠
の
百
首
和
歌
五
種
、
五
十
首
・
十
五
首
・
十
三
首
の
各
定
数
歌
に
日
野
弘
資
ほ
か
の
合
点

が
施
さ
れ
た
も
の
が
収
め
ら
れ
る
。
中
冊
・
下
冊
は
宗
好
の
和
歌
を
四
季
・
恋
雑
に
部
類
・
排
列
し
た
も
の
で
、
上
記
国
文
研
本
は
こ
の
中

冊
に
当
た
る
一
端
本
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、
三
冊
本
『
露
底
集
』
と
慶
応
本
と
は
別
系
統
本
に
な
る
。

　

上
冊
所
収
の
定
数
歌
は
以
下
の
八
種
で
あ
る
。
上
冊
巻
頭
の
目
録
に
拠
り
示
す
。

岡
本
宗
好
家
集
、
田
村
宗
永
編
『
露
底
集
』
解
題
と
翻
刻
（
上
）

大

谷

俊

太
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百
首
并
五
十
首
十
五
首
十
三
首
目
録

　
　

①
百
首　
山
階
入
道
左
大
臣
家
題	

日
野
前
大
納
言
弘
資
卿
御
点　

七
十
一
首　

内
御
褒
美
八
首

　
　

②
百
首　
従
二
位
家
隆
卿
題	

同
卿　

皆
点　

内
御
褒
美
三
十
一
首

　
　

③
百
首　
入
道
前
大
納
言
為
家
卿
題	

同　

七
十
三
首　

内
御
褒
美
廿
二
首

　
　

④
五
拾
首	

同　

三
十
八
首　

内
御
褒
美
十
首

　
　

⑤
百
首　
入
道
光
俊
朝
臣
題	

同　

皆
点　

内
御
褒
詞
十
八
首

　
　

⑥
月
十
五
首　
八
月
十
五
夜	

同　

皆
点　

内
御
褒
美
五
首

　
　

⑦
月
十
三
夜　
九
月
十
三
夜	

同　

九
首

　
　

⑧
百
首　
文
亀
三
年　

又
永
正
十
年
重
陽
已
来
親
王
御
方
御
差
出

	
中
院
前
大
納
言
通
茂
卿
御
点　

五
十
八
首　

内
御
褒
詞
十
一
首

　

と
こ
ろ
で
、
以
上
の
八
種
の
定
数
歌
と
重
な
る
本
文
を
持
ち
、『
露
底
集
』
で
は
な
く
、『
宗
好
詠
草
』『
宗
好
百
首
』『
宗
好
家
集
』『
百

首
和
歌
』
な
ど
の
書
名
で
伝
わ
る
本
も
知
ら
れ
て
い
る
。
管
見
に
入
っ
た
伝
本
は
次
の
通
り
。

　
　

Ａ　

�

架
蔵
『
宗
好
詠
草
』
写
本
一
冊
。
列
帖
装
。
江
戸
前
期
写
。
田
村
宗
永
筆
。
目
録
に
は
①
～
⑧
を
掲
げ
る
が
、③
の
百
首
の
229
「
鵜

川
」
か
ら
⑤
の
百
首
の
441
「
野
寺
僧
帰
」
ま
で
の
列
帖
の
二
綴
分
程
度
を
脱
す
る
。
一
丁
表
中
央
に
大
き
く
「
上
」
と
記
し
、
同

じ
く
左
下
に
「
〇
上
」
と
記
す
。

　
　

Ｂ　

�

内
藤
く
す
り
博
物
館
蔵
『
宗
好
家
集
』（49246

）
写
本
一
冊
。
江
戸
後
期
写
。
①
～
⑧
全
て
を
収
め
る
が
、
④
・
⑤
の
順
序
は
逆
。

朱
に
よ
る
異
本
注
記
あ
り
。

　
　

Ｃ　

�

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
宗
好
詠
草　

百
首
五
箇
度　

月
十
五
首　

月
十
三
首
』（266･439

鷹
司
本
）
写
本
一
冊
。
江
戸
中
期
写
。
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④
五
十
首
以
外
の
、
①
～
③
、
⑤
～
⑧
を
収
め
る
。
三
村
晃
功
氏
は
、
大
阪
公
立
大
学
森
文
庫
蔵
の
写
本
『
故
人
證
謌
集
』
所
収

の
和
歌
五
十
一
首
の
典
拠
資
料
と
し
て
、
本
書
Ｃ
を
翻
刻
さ
れ
た
（『
類
題
和
歌
集
と
公
宴
御
会
和
歌
の
研
究
』
清
文
堂
・
二
〇

二
二
年
。
猶
、
同
氏
『
続
近
世
類
題
集
の
研
究

─
和
歌
曼
陀
羅
の
世
界

─
』
第
二
章
Ⅱ
第
八
節
「『
故
人
證
謌
集
』
の
成
立
」

参
照
）。
た
だ
し
、
そ
の
五
十
一
首
の
中
の
十
九
番
目
の
一
首
は
、
本
書
Ｃ
に
は
収
め
ら
れ
て
い
な
い
④
「
五
十
首
」
中
の
一
首

（
320
番
歌
）
で
あ
り
、
本
書
Ｃ
が
『
故
人
證
謌
集
』
の
直
接
の
典
拠
資
料
と
は
言
え
な
い
。

　
　

Ｄ　

�

宮
城
学
院
大
学
図
書
館
蔵
『
百
首
和
歌　

宗
好
上
』（911.1H

is10

）
写
本
一
冊
。
江
戸
中
期
写
。
外
題
「
露
底
軒
弐
百
首　

弘

資
卿
皆
点
」
②
・
⑤
を
収
め
る
。
奥
書
「
右
之
百
首
日
野
大
納
言
殿
皆
点
御
添
削
御
褒
美
等
有
之
／
貞
享
元
年
七
月
九
日　

四
三

子
」「
元
禄
七
甲
戌
［　
　
　

］」（
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
画
像
に
拠
る
）

　
　

Ｅ　

�

国
文
学
研
究
資
料
館
松
野
陽
一
文
庫
蔵
『
百
首
和
歌
』（
54
・
62
）
写
本
一
冊
。
江
戸
中
期
写
。
②
・
⑤
を
収
め
る
。
奥
書
「
宝

暦
元
年
卯
正
月
吉
祥
日　

持
主
荘
左
右
衛
門
書
」。「
仮
名
遣
近
道
之
事
」
と
合
写
。

　
　

Ｆ　

祐
徳
博
物
館
中
川
文
庫
蔵
『
宗
好
百
首
』
写
本
一
冊
。
江
戸
前
期
写
。
⑤
の
み
。
合
点
・
添
削
・
評
語
な
し
。

　
　

Ｇ　

彰
考
館
蔵
『
宗
好
詠
草
』
写
本
一
冊
。
①
～
⑧
の
全
て
所
収
。（
福
井
久
蔵
『
大
日
本
歌
書
綜
覧
』
に
拠
る
。
原
本
未
確
認
）

　

上
記
、
Ａ
・
Ｂ
お
よ
び
Ｇ
は
、
少
な
く
と
も
「
目
録
」
の
上
で
は
八
種
の
定
数
歌
が
全
て
揃
っ
て
い
る
の
で
、
宗
永
本
『
露
底
集
』
の
上

冊
に
当
た
る
こ
と
に
な
る
。
特
に
Ａ
は
、
料
紙
が
斐
紙
の
列
帖
装
で
、
そ
の
筆
跡
か
ら
田
村
宗
永
自
筆
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
か
つ
、
第
一

丁
表
に
「
上
」
と
あ
る
の
を
上
冊
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
書
き
付
け
と
見
る
な
ら
ば
、『
露
底
集
』
上
冊
の
編
者
自
筆
本
で
あ
る
こ
と
に
な

る
（
た
だ
し
、
未
装
丁
で
あ
り
、
運
筆
も
早
い
も
の
な
の
で
、
清
書
本
で
は
な
く
草
稿
段
階
の
一
本
と
す
る
べ
き
か
）。

　

以
下
、
本
稿
に
於
い
て
は
宗
永
本
系
統
『
露
底
集
』
上
冊
部
分
の
翻
字
を
行
う
が
、
底
本
と
し
て
Ａ
を
採
用
し
、
Ａ
に
脱
す
る
部
分
に
つ

い
て
宗
永
本
の
本
文
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。
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尚
、
宗
永
本
の
書
誌
事
項
は
以
下
の
通
り
。

　
　

�
写
本
。
三
冊
。
江
戸
前
期
写
。
縦
二
七
・
〇
糎
・
横
一
八
・
三
糎
。
五
つ
目
袋
綴
。
楮
紙
打
紙
。
錆
浅
葱
色
鳥
の
子
表
紙
。
外
題
「
露

底
集　
上
（
中
・
下
）」　
（
左
肩
・
無
地
鳥
の
子
題
簽
・
墨
書
、
田
村
宗
永
筆
か
）。
内
題
な
し
。
上
冊
、
墨
付
五
十
七
丁
。
中
冊
、
墨

付
六
十
七
丁
。
下
冊
、
墨
付
五
十
丁
。
各
冊
と
も
、
遊
紙
前
一
丁
。
半
丁
十
二
行
書
き
。
題
・
歌
各
一
行
。
筆
者
不
詳
。

　

ま
た
、
Ａ
の
書
誌
事
項
を
追
加
す
れ
ば
以
下
の
通
り
。

　
　

�

写
本
。
一
冊
。
江
戸
前
期
写
。
縦
二
二
・
五
糎
・
横
一
六
・
四
糎
。
列
帖
装
。
仮
綴
。
但
、
第
二
丁
表
に
金
銀
砂
子
が
一
部
付
着
す
る
。

見
返
し
の
金
銀
砂
子
の
一
部
と
す
れ
ば
一
旦
装
丁
が
為
さ
れ
て
い
た
も
の
か
。
料
紙
、
斐
紙
。
墨
付
二
十
二
丁
と
十
四
丁
。
③
の
百
首

の
229
「
鵜
川
」
か
ら
⑤
の
百
首
の
441
「
野
寺
僧
帰
」
ま
で
の
十
六
丁
程
、
列
帖
の
二
綴
分
程
度
を
脱
す
る
。
半
丁
十
一
行
書
き
。
題
・

歌
各
一
行
。
一
丁
表
中
央
に
大
き
く
「
上
」
と
記
し
、
同
じ
く
左
下
に
「
〇
上
」
と
記
す
。

〔
翻
刻
凡
例
〕

一
、
本
稿
に
は
宗
永
本
系
統
『
露
底
集
』
上
冊
部
分
の
翻
字
を
行
う

一�

、
目
録
、
1
番
～
228
番
お
よ
び
442
番
～
578
番
の
歌
は
Ａ
田
村
宗
永
自
筆
本
を
底
本
と
し
、
229
番
～
441
番
は
宗
永
本
（
架
蔵
）『
露
底
集
』
上

冊
を
底
本
と
す
る
。

一
、
翻
字
は
原
則
と
し
て
原
本
通
り
と
す
る
。
但
、
以
下
の
項
目
に
つ
い
て
は
改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

一
、
旧
字
体
・
異
体
字
・
合
字
は
原
則
と
し
て
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。

一
、
適
宜
、
句
読
点
・
並
列
点
を
施
し
清
濁
を
分
か
っ
た
。

一
、
割
書
部
分
は
《　

》
で
括
り
示
し
た
。
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一
、
見
せ
消
ち
は
網
掛
け
で
示
し
た
。

一
、
原
本
で
は
、
題
・
和
歌
各
一
行
で
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
題
を
和
歌
の
上
部
に
記
し
、
一
行
に
ま
と
め
た
。

一
、
虫
損
・
抹
消
等
に
よ
る
判
読
不
能
箇
所
は
、
□
で
示
し
た
。

一
、
和
歌
に
は
通
し
番
号
を
振
っ
た
。

一
、
そ
の
他
、
私
の
注
記
事
項
は
（　

）
で
示
し
た
。

〔
翻
刻
〕

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

百
首
并
五
十
首
十
五
首
十
三
首
目
録

百
首　
山
階
入
道
左
大
臣
家
題	

日
野
前
大
納
言
弘
資
卿
御
点　

七
十
一
首　

内
御
褒
美
八
首

百
首　
従
二
位
家
隆
卿
題	

同
卿
皆
点　

内
御
褒
美
三
十
一
首

百
首　
入
道
大
納
言
為
家
卿
題	

同
七
十
三
首　

内
御
褒
美
廿
二
首

五
拾
首	

	
	

同
三
十
八
首　

内
御
褒
美
十
首

百
首　
入
道
光
俊
朝
臣
題	

同
皆
点　

内
御
褒
詞
十
八
首

月
五
十
首　
八
月
十
五
夜	

同
皆
点　

内
御
褒
美
五
首

月
十
三
夜　
九
月
十
三
夜	

同
九
首

百
首　
文
亀
三
年		

	

中
院
前
大
納
言
通
茂
卿
御
点　

五
十
八
首　

内
御
褒
詞
十
一
首

　
　
　
又
永
正
十
年
重
陽
已
来

　
　
　
親
王
御
方
御
差
出
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詠
百
首
和
歌　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宗
好
上

1
年
内
立
春
＼
す
さ
ま
じ
と
見
し
影
も
な
し
春
立
て
か
す
む
し
は
す
の
月
の
曙

2
早
春
霞　

＼
の
ど
か
に
も
今
日
よ
り
春
に
曙
の
や
ま
ぐ
ち
し
る
く
霞
た
な
引

3
子
日
松　
　

桑
ま
ゆ
の
い
と
な
ら
ね
ど
も
く
る
春
の
長
き
例
に
ひ
く
子
日
か
な

4
雪
中
鴬　
　

淡
雪
の
ふ
る
を
や
い
と
ふ
梅
が
え
に
か
さ
を
縫
て
ふ
鶯
の
こ
ゑ

5
野
若
菜　
　

わ
か
な
つ
む
袖
も
の
ど
か
に
花
が
た
み
め
な
ら
ぶ
人
の
お
ほ
き
の
べ
哉

6
梅
風　

＼雅

＼
空
焼
も
か
ほ
り
あ
は
せ
て
玉
す
だ
れ
隙
も
と
め
い
る
梅
の
下
風
（「
＼雅

」
は
朱
筆
）

7
柳
露　

＼通

＼
ぬ
き
と
め
よ
柳
の
い
と
の
春
風
に
乱
れ
そ
ひ
た
る
露
の
白
玉

8
春
月　
　

＼
哀
と
も
み
し
は
昔
の
春
の珍重
に
候
月
老
の
涙
に
お
も
が
は
り
し
て

9
春
雨　
　

＼
春
雨
は
降
と
も
わ
か
で
暮
深
く
か
す
む
軒
ば
に
を
つ
る
玉
水

10
寄
雲
花　
　

あ
く
る
よ
り
色
香
ま
が
は
で
山
桜
花
に
わ
か
る
ゝ
嶺
の
よ
こ
ぐ
も

11
寄
霞
花　
　

さ
ほ
ひ
め
の
か
す
み
の
そ
で
に
あ
ま
る
ら
し
咲
て
う
れ
し
き
花
の
色
か
は

12
寄
月
花　

＼
め
で
よ
猶
老
と
も
な
ら
じ
物
思
ひ
な
し
て
ふ
花
に
宿
る
月
影

13
寄
露
花　

＼
つ
ゆ
な
ら
ぬ
心
を
あ
か
ず
花
の
上
に
を
く
と
は
詠
め
ぬ
と
は
惜
み
て

14
寄
風
花　
　

は
る
風
に
散
し
く
華
も
八
重
垣葎

に
ほ
ひ
に
と
づ
る
宿
の
曙

15
寄
雪
花　

＼
は
な
の
香
を
麓
に
さ
そ
ふ
風
な
く
は
さ
な
が
ら
雪
の
明
ぼ
の
ゝ
山

16
帰
雁　
　

＼
し
た
は
し
よ
心
と
む
べ
き
花
に
さ
へ
名
残
思
は
ず
帰
る
雁
が
ね

17
春
田　
　

＼
か
へ
す
田
に
猶
や
す
か
ら
ず
み
ゆ
るめづ
ら
し
く
候

哉
う
し
や
車
を
か
け
は
な
れ
て
も
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18
河
款
冬　
　

花
の
後
も
春
は
有
と
や
吉
野
河
を
く
れ
て
匂
ふ
岸
の
山
吹

19
松
藤　
　

＼
松
に
こ
そ
分
て
え
な
ら
ね
藤
か
づ
ら
は
ふ
き
あ
ま
た
に
咲
か
ゝ
れ
ど
も

20
暮
春　
　
　

行
は
る
の
形
見
が
て
ら
に
残
し
を
け
か
す
み
の
衣
一
重
成
と
も

21
夕
卯
花
＼烏
丸

＼
月
ま
た
で
か
へ
ら
ん
道
も
卯
の
花
の
夕
闇
し
ら
ぬ
か
げ
は
た
と
ら
じ
（「
＼烏
丸

」
は
朱
筆
）

22
卯
月
郭
公
＼
う
ぐ
ひ
す
は
か
へ
れ
る
谷
の
古
す
い
ま
出
て
夏
知
山
郭
公

23
五
月
郭
公
＼
忍
び
ね
も
や
ゝ
う
ち
と
け
ぬ
待
得
た
る
を
の
が
五
月
の
山
杜
鵑

24
夜
盧
橘　

＼
五
月
や
み
打
し
め
る
夜
の
空
焼
に
匂
ひ
を
く
れ
ぬ
軒
の
橘

25
五
月
雨　

＼
め
づ
ら
し
き
晴
ま
を
見
る
も
物
ご
と
に
猶
う
ち
し
め
る
霖
の
こ
ろ

26
蛍　
　
　

＼
ぬ
き
と
め
ぬ
玉
江
の
芦
の
よ
る
〳
〵
に
思
ひ
乱
て
飛
蛍
か
な

27
夏
草　
　

＼
し
げ
り
行
垣
ね
の
む
ば
ら
打
か
ほ
り
涼
し
く
結
ぶ
花
の
上
つ
ゆ
（
Ａ
本・宗
永
本
に
評
語
な
し
。
Ｂ
本
に
「
異
本
ニ
可
宜
候
」
と
あ
り
）

28
夕
立　
　

＼
あ
ら
ま
し
く
竹
の
は
山
に
吹
か
ぜ
の
跡
よ
り
き
ほ
ふ
夕
立
の
音

29
夏
月　
　

＼
す
ゞ
し
さ
は
霜
夜
覚
て
つ
る
の
鳴
真
砂
地
遠
く
す
め
る
月
か
げ

30
納
涼　
　

＼
せ
き
入
し
岩
ね
の
清
水
す
ゞ
し
さ
に
今
こ
ん
秋
も
く
み
て
知
る
ゝ

31
初
秋
露　
　

た
ち
そ
め
て
ま
だ
馴
や
ら
ぬ
秋
に
さ
へ
心
も
置
ぬ
袖
の
白
露

32
閑
居
秋
風
＼
今
よ
り
の
行
末
い
か
に
淋
し
さ
は
馴
ぬ
る
宿
の
秋
の
夕
暮

33
野
草
花　

＼
わ
け
来
つ
る
の
べ
の
真
萩
の
す
り
衣
袖
も
も
す
そ
も
色
に
露
け
し

34
暁
鴈　
　

＼
哀
又
た
が
ね
覚
を
か
さ
そ
ふ
ら
ん
よ
ふ
か
く
過
る
初
雁
の
こ
ゑ

35
深
山
鹿　
　

し
か
計
は
山
に
聞
し
声
だ
に
も
哀
は
深
き
ね
覚
成
し
を
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36
夜
虫　

＼雅

＼
夜
を
寒
み
あ
や
な
と
き
は
の
名
の
み
し
てよろ
し
く
候

枯
行
霜
の
松
虫
の
声
（「
＼雅

」
は
朱
筆
）　

37
杜
月　
　
　

秋
か
ぜ
に
と
ひ
そ
め
し
よ
り
夜
比
て
経
て
馴
る
生
田
の
杜
の
月
か
げ

38
江
月　
　
　

こ
と
ゝ
は
ん
堀
江
の
月
の
都
鳥
昔
も
か
ゝ
る
光
り
有
や
と

39
河
月　
　

＼
み
が
く
れ
ぬ
つ
き
か
げ
清
し
河
の
せ
に
な
び
く
玉
も
の
底
も
あ
ら
は
に

40
浦
月　
　

＼
澄
月
の
哀
も
ふ
か
し
須
磨
の
う
ら
やよろ
し
く
候

波
爰
許
に
よ
る
の
ね
覚
め
は

41
嶋
月　
　

＼
詠
め
や
る
波
の
千
里
の
哀
さ
へ
ま
が
き
の
嶋
の
月
に
籠
り
て

42
山
朝
霧　

＼
朝
日
さ
す
尾
上
は
晴
て
山
本
の尤に
候霧
よ
り
た
て
る
松
の
一
む
ら

43
海
辺
擣
衣
＼
八
重
ぶ
き
の
芦
屋
の
里
の
蜑
衣
夜
寒
に
添
て
う
つ
隙
も
な
し

44
庭
菊　
　

＼
仙
人
の
汲
し
流
れ
と
み
る
計
き
く
の
下
行
庭
の
や
り
水

45
雨
中
紅
葉
＼
降
雨
の
そ
む
る
に
つ
け
て
染
ま
さ
る
心
も
千
入
み
ね
の
栬
ば

46
河
辺
紅
葉
＼
影
う
つ
する

紅
葉
色
こ
き
谷
河
の
水
の
緑
も
秋
を
み
す
ら
ん

47
田
家
秋
寒　

あ
れ
ま
さ
る
か
り
ほ
の
庵
に
守
侘
ぬ
よ
な
〳
〵
深
き
霜
の
を
く
て
田

48
野
草
欲
枯　

行
秋
の
末
の
ゝ
ま
葛
花
す
ゝ
き
か
ら
す
う
ら
み
や
し
も
に
か
さ
ね
ん

49
山
家
秋
暮　

柴
の
戸
や
し
ば
し
と
ま
ら
で
落
椎
の
し
ゐ
て
も
惜
く
く
る
ゝ
秋
哉

50
閏
九
月
尽
＼
名
残
猶
ま
さ
き
の
か
つ
ら
長
月
を
く
り
返
し
て
も
終
に
暮
ぬ
る

51
初
冬
時
雨
＼
降
雪
の
し
ら
ふ
を
い
そ
げ
箸
鷹
の
と
山
時
雨
て
冬
は
来
に
け
り

52
谷
落
葉　

＼
散
し
け
る
木（
マ
マ
）は

や
深
き
谷
川
の
氷
ら
ぬ
先
に
音
む
せ
ぶ
な
り

53
寒
草
霜　

＼
置
霜
に
し
ば
し
お
ほ
ふ
と
見
し
袖
も
ひ
と
つ
枯
の
ゝ
薄
村
萩



岡本宗好家集、田村宗永編『露底集』解題と翻刻（上）111

54
池
氷　
　

＼
滝
落
し
水
は
し
ら
せ
し
庭
の
池
のも

今
朝
音
絶
て
氷
る
寒
け
さ

55
冬
月　
　
　

さ
だ
め
な
く
時
雨
ゝ
空
に
も
る
月
や
風
の
行
手
に
晴
く
も
る
ら
ん

56
河
千
鳥　

＼
よ
も
す
が
ら
妻
と
ふ
千
鳥
ね
に
ぞ
鳴めづ
ら
し
く
候

い
は
で
蛍
の
も
え
し
河
べ
に

57
篠
霰　
　

＼
枯
た
て
る
薄
小
萱
も
音
は
あ
れ
ど
霰
は
さ
ゝ
の
上
に
こ
そ
み
め

58
行
路
雪　

＼
ふ
み
分
し
跡
も
ま
だ
見
ぬ
足
が
ら
や
夜
深
き
雪
の
竹
の
下
道

59
里
雪　
　

＼
さ
と
人
の
行
か
ひ
し
げ
き
中
道
は
つ
も
る
も
う
す
き
雪
に
み
ゆ
ら
ん

60
歳
暮　
　

＼
今
年
さ
へ
又
く
れ
は
て
ゝ
花
咲
ぬ
老
木
な
が
ら
も
春
や
ま
た
ま
し

61
忍
恋　
　

＼
う
き
を
し
の
び
忍
ぶ
を
う
し
と
か
こ
ち
て
も
露
洩
す
べ
き
身
の
思
ひ
か
は

62
見
恋　
　

＼
ほ
の
か
に
も
何
み
そ
め
け
ん
桜
花
手
お
ら
ま
ほ
し
き
思
ひ
そ
へ
と
て

63
久
恋　
　

＼
わ
す
れ
ぐ
さ
し
ば
し
も
つ
ま
ず
住
の
江
の
き
し
か
た
遠
く
思
ひ
初
し
か

64
不
逢
恋　

＼
い
か
な
ら
ん
行
ゑ
を
中
に
た
ど
る
ぞ
よ
逢
を
限
り
の
心
つ
よ
さ
も

65
待
恋　
　

＼
い
つ
は
り
に
な
れ
つ
ゝ
も
又
待
見
ば
や
契
置
ぬ
る
夕
ぐ
れ
の
空

66
後
朝
恋　
　

見
し
や
現
別
し
や
夢
立
か
へ
り
ま
た
ね
の
床
に
定
め
か
ね
ぬ
る

67
変
恋　
　

＼
頼
め
ず
よ
た
の
め
し
中
の
か
ね
ご
と
もを

現
な
が
ら
の
夢
に
な
せ
と
は

68
忍
絶
恋　
　

わ
り
な
く
も
人
め
つ
ゝ
み
に
せ
か
れ
て
は
終
に
絶
行
中
河
の
水

69
旧
恋　
　

＼
つ
れ
な
さ
の
か
は
ら
ぬ
色
に
恋
初
て
は
や
幾
年
を
ふ
る
の
神
杉

70
恨
恋　

＼公

＼
葛
か
づ
ら
人
に
は
か
け
じ
と
に
か
く身を
う
ら
む
る
心
に
候
歟

に
つ
ら
き
み
む
ろ
の
山
の
秋
か
ぜ
（「
＼公

」
は
朱
筆
）

71
寄
秋
風
恋　

う
つ
り
行
ひ
と
の
心
の
花
す
ゝ
き
な
び
く
と
見
れ
ば
秋
風
ぞ
吹
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72
寄
秋
月
恋
＼
身
を
秋
も
な
ぐ
さ
む
や
と
て
み
る
月
に
千
々
の
思
ひ
ぞ
か
こ
ち
侘
ぬ
る

73
寄
秋
露
恋　

よ
し
さ
ら
ば
我
身
を
秋
の
露
と
だ
に
消
ば
や
か
ゝ
る
物
は
思
は
じ

74
寄
関
恋　

＼
し
の
ぶ
れ
ば
あ
や
な
心
の
せ
き
す
へ
て
夜
比
へ
だ
つ
る
逢
坂
の
山

75
寄
橋
恋　
　

な
み
だ
こ
そ
袖
に
こ
ぼ
る
れ
お
ば
た
ゞ
の
い
た
ゞ
の
橋
の
け
た
ぬ
思
ひ
に

76
寄
鏡
恋　

＼
と
も
に
み
し
影
は
か
ゞ
み
に
残
る
と
も
涙
く
も
ら
ば
か
ひ
や
な
か
ら
ん

77
寄
衣
恋　

＼
恋
衣
中
に
へ
だ
て
ゝ
い
つ
迄
か
と
け
ぬ
恨
に
夜
を
か
さ
ね
ま
し

78
寄
舩
恋　

＼
と
り
と
め
ぬ
契
お
も
へ
ば
う
き
中
や
つ
な
げ
る
舟
の
た
ぐ
ひ
成
ら
む

79
寄
心
恋　

＼
も
ら
さ
じ
と
思
ふ
も
末
の
い
か
な
ら
ん
心
ひ
と
つ
に
つ
ゝ
み
余
ら
ば

80
寄
淚
恋　

＼
せ
き
あ
え
ぬ
心
の
内
の
滝
よ
り
や
み
だ
れ
て
落
る
袖
の
白
玉

81
関
鶏　
　

＼
と
ざ
し
を
も
わ
す
る
ゝ
関
に
鳴
鳥
は
治
れ
る
代
を
告
る
声
か
も

82
名
所
鶴　
　

あ
さ
り
す
る
つ
る
や
さ
な
が
ら
和
哥
の
浦
の
芦
辺
に
残
る
雪
の
む
ら
消

83
名
所
松　

＼
年
ご
と
に
み
ど
り
を
そ
へ
て
住
吉
や
神
代
の
松
の
陰
ぞ
ふ
り
せ
ぬ

84
名
所
滝　
　

よ
に
ま
じ
る
心
の
ち
り
を
い
つ
か
此
吉
の
ゝ
滝
に
な
れ
て
す
ゝ
が
ん

85
名
所
橋　

＼
あ
や
う
さ
も
中
〳
〵
み
え
ず
立
こ
め
て
霧
の
上
行
木
曽
の
か
け
橋

86
名
所
浜　

＼
春
秋
に
心
を
よ
す
る
浪
の
上
の
詠
つ
き
せ
ぬ
住
よ
し
の
浜

87
羇
中
雲　

＼
分
来
て
も
い
づ
こ
か
や
ど
り
白
く
も
の
か
さ
な
る
山
の
嶺
の
は
る
け
さ

88
旅
泊　
　

＼
ふ
る
さ
と
に
立
か
へ
る
さ
を
み
る
ゆ
め
は
覚
て
う
き
ね
の
床
の
う
ら
波

89
漁
舟
火　

＼
な
に
波
江
や
く
る
ゝ
芦
間
に
蛍
か
と
み
え
て
数
そ
ふ
い
さ
り
火
の
か
げ
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90
眺
望　
　

＼
夕
日
か
げ
さ
や
け
き
波
に
数
み
え
て
を
の
が
う
ら
〳
〵
帰
る
つ
り
ぶ
ね

91
故
郷
雨　
　

さ
び
し
さ
に
馴
て
も
侘
ぬ
里
は
あ
れ
て
ふ
り
行
雨
の
夕
ぐ
れ
の
空

92
山
家
嵐　
　

そ
よ
さ
ら
に
ゆ
め
も
結
ば
じ
さ
ゝ
の
庵
深
山
の
嵐
な
れ
て
聞
ず
は

93
田
家
水　
　

秋
過
て
人
も
音
せ
ず
ひ
た
は
へ
し
山
田
の
水
の
も
る
に
任
せ
て

94
暁
夢　

＼通

＼
か
ね
の
音
に
末
も
み
つ
が
ぬ
名
残
あ
れ
や
半
絶
た
る
夢
の
う
き
橋

95
懐
旧　
　

＼
遠
か
ら
ぬ
身
の
昔
だ
に
忍
ば
る
ゝ
事
を
数
多
に
過
る
年
月

96
寄
夢
述
懐　

お
ど
ろ
か
ぬ
身
の
お
ろ
か
さ
よ
程
も
な
き
夢
の
此
世
と
思
ひ
と
り
て
も

97
秋
述
懷　

＼
小
山
田
の
ひ
た
す
ら
に
な
ど
捨
も
せ
で
秋
は
て
し
世
に
心
ひ
く
ら
ん

98
神
祇　
　
　

三
輪
の
山
立
杉
む
ら
は
す
ぐ
な
る
を
う
け
引
神
の
心
と
も
し
れ

99
釈
教　
　

＼
い
つ
ま
で
か
く
る
し
き
海
に
し
づ
ま
ゝ
し
御
法
の
舟
の
よ
る
べ
知
ず
は

100
秋
祝　
　

＼
く
も
り
な
き
月
を
例
に
い
く
廻
り珎重
に
候
限
り
し
ら
れ
ぬ
御
代
の
秋
哉

　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
い
づ
れ
も
よ
ろ
し
く
候
歟
。
猶
趣
向
等
甘
心
合
愚
墨
之
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
十
壱
首

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弘
資
卿
判

詠
百
首
和
歌　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宗
好
上

　
　
　

春
廿
首

　
　
　
　
　
　
　
　
　



114

101
暁
立
春　

＼
山
か
づ
ら
千
里
を
か
け
て
く
る
春
の珎重
に
候
明
行
嶺
に
見
え
て
か
す
め
る

102
渓
余
寒
＼通
茂
卿＼

つ
ら
ゝ
ゐ
る
谷
の
岩
陰
猶
さ
え
ておも
し
ろ
く
候

春
を
よ
そ
な
る
山
風
ぞ
ふ
く

103
檜
原
霞　

＼
三
輪
の
山
な
べ
て
か
す
め
る
よ
そ
目
に
も
檜
原
が
上
は
深
さ
わ
か
れ
て

104
杜
霞　
　

＼
絶
〳
〵
に
梢
も
み
え
て
春
が
す
みめづ
ら
し
く
候

た
つ
や
間
遠
の
衣
手
の
も
り

105
名
所
鶯　

＼
哀
そ
の
春
や
昔
と
音
を
ぞ
鳴
な
れ
も
老
曽
の
も
り
の
鶯

106
若
菜　
　

＼
早
苗
と
る
俤
は
や
く
乙
女
子
が
沢
田
の
ね
ぜ
り
打
む
れ
て
つ
む

107
草
漸
青　

＼
霜
枯
に
見
し
面
か
げ
も
色
か
へ
て
緑
そ
ひ
行
ま
の
ゝ
か
や
原

108
里
梅　
　

＼
難
波
潟
匂
ひ
も
み
つ
の
う
ら
か
け
て
里
よ
り
あ
ま
る
梅
の
春
風

109
門
柳　
　

＼
く
り
返
し
み
ど
り
そ
ひ
行
春
を
経
てよろ
し
く
候

老
せ
ぬ
門
の
青
柳
の
糸

110
初
花　
　

＼
め
づ
ら
し
と
今
朝
は
先
み
ん
散
歎
きおも
し
ろ
く
候

待
し
恨
も
花
に
思
は
で

111
朝
花　
　

＼
い
ひ
し
ら
ず
袖
の
香
ふ
か
し
さ
く
花
の
木
本
な
が
ら
ね
て
の
朝
け
は

112
峯
花　
　

＼
風
越
の
み
ね
のは

名
の
み
に
今
し
ば
し
さ
そ
は
ぬ
花
の
盛
を
も
み
ん

113
嶋
花　
　

＼
浪
こ
ゆ
る
興
津
小
嶋
に
咲
は
な
のおも
し
ろ
く
候

色
も
ひ
と
つ
に
か
ほ
る
浦
か
ぜ

114
残
花　
　

＼
ち
ら
で
猶
の
こ
れ
る
花
は
く
れ
は
て
ぬよろ
し
く
候

春
を
心
に
あ
か
ず
と
ぞ
み
る

115
浜
春
月　

＼
吹
は
ら
ふ
浦
風
絶
て
白
は
ま
の
ま
さ
こ
地
遠
く
か
す
む
月
か
げ

116
湖
帰
雁　

＼
見
る
が
う
ち
に
遠
ざ
か
り
つ
ゝ
志
が
の
う
ら
や珍重
に
候
汀
の
波
に
帰
る
か
り
が
ね

117
松
藤　
　

＼
藤
な
み
も
幾
千
代
こ
え
ん
さ
ゞ
れ
石
の
な
れ
る
い
は
ほ
の
松
に
か
ゝ
り
て

118
苗
代　
　

＼
せ
き
い
る
ゝ
小
田
ぞ
う
る
ほ
ふ
秋
は
又
も
る
べ
き
ひ
た
の
苗
代
の
水
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119
折
款
冬　

＼
ち
ら
ぬ
ま
に
手
折
て
み
ば
や
石
ば
し
る
滝
波
こ
ゆ
る
岸
の
山
ぶ
き

120
暮
春　
　

＼
け
ふ
の
み
と
永
き
春
日
も
山
鳥
のよろ
し
く
候

尾
上
の
か
ね
の
こ
ゑ
に
く
れ
ぬ
る

　
　
　

夏
十
五
首
（
Ａ
本
で
は
「
十
首
」
と
あ
り
「
五
」
を
脱
す
。
宗
永
本
に
拠
り
補
）

121
遅
桜　
　

＼
春
さ
え
し
氷
室
の
山
の
遅
桜
み
な
月
か
け
て
猶
の
こ
ら
な
ん

122
岸
卯
花　

＼
谷
川
の
氷
打
出
し
波
も
又
岸
ね
に
み
せ
て
咲
る
う
の
は
な

123
待
郭
公　

＼
な
か
で
や
は
し
ゐ
て
待
み
ん
郭
公
村
雨
過
る
月
の
明
ぼ
の

124
海
杜
鵑　

＼
舟
出
し
て
し
た
ひ
き
け
と
や
和
田
の
原
八
十
嶋
遠
く
鳴

125
遠
郭
公　

＼
ほ
と
ゝ
ぎ
す
ま
だ
ほ
の
か
な
る
曙
の
山
本
と
を
く
洩
す
一
こ
ゑ

126
瞿
麦　
　

＼
ち
り
な
ら
ぬ
露
は
ら
ふ
な
よ
床
夏
のよろ
し
く
候

花
の
籬
を
過
る
夕
風

127
岡
辺
早
苗
＼
植
わ
た
す
岡
べ
の
さ
な
へ
松
の
は
の
ひ
と
つ
緑
に
な
び
く
す
ゞ
し
さ

128
樹
陰
照
射
＼
鹿
ま
つ
と
い
ふ
程
も
な
く
明
ぬ
ら
し
こ
の
ま
の
ほ
ぐ
し
影
し
ら
み
行

129
五
月
雨　

＼
日
か
ず
は
や
ふ
る
さ
み
だ
れ
に
水
越
て
庭
も
籬
も
浪
の
う
き
嶋

130
鵜
河　
　

＼
う
か
ひ
ぶ
ね
か
ゞ
り
さ
し
そ
ふ
夏
箕
河
月
を
も
し
ら
ず
山
陰
に
し
て

131
檐
盧
橘　

＼
立
ば
な
の
匂
ひ
も
あ
か
ず
梅
ち
り
し
春
は
昔
と
忍
ぶ
の
き
ば
に

132
旅
夕
立　

＼
尾
上
よ
り
夕
立
晴
て
旅
衣めづ
ら
し
く
候

す
そ
の
に
見
ゆ
る
虹
の
一
す
ぢ

133
野
蛍　
　

＼
う
へ
も
な
き
思
ひ
を
見
せ
て
煙
た
つ
ふ
じ
の
す
そ
の
に
飛
蛍
か
な

134
納
涼　
　

＼
わ
き
か
へ
る
い
は
井
の
清
水
結
ぶ
手
に
夕
も
秋
も
ま
た
ぬ
す
ゞ
し
さ

135
六
月
祓　

＼
見
し
花
の
春
わ
す
ら
れ
ぬ
桜
麻
を
な
が
す
御
そ
ぎ
に
夏
も
く
れ
ぬ
る



116
　
　
　

秋
二
十
首

136
早
秋　
　

＼
う
ち
つ
け
に
哀
し
ら
れ
て
身
に
ぞ
し
む
日
を
へ
ば
い
か
に
秋
の
初
風

137
七
夕
別　

＼
立
わ
か
れ
又
ひ
と
と
せ
をめづ
ら
し
く
候

待
程
や
遠
き
渡
り
の
天
の
川
波

138
荻
風　
　

＼
萩
す
ゝ
き
ま
だ
音
た
て
ぬ
秋
風
を
独
待
と
る
庭
の
荻
原

139
籬
萩　
　

＼
吹
は
ら
ふ
風
を
な
待
そ
う
す
霧
の艶に
聞
え
候

ま
が
き
の
小
萩
霜
お
も
く
と
も

140
行
路
薄　

＼
末
遠
く
分
く
ら
す
の
ゝ
は
つ
尾
花
ま
ね
く
方
に
や
枕
か
ら
ま
し

141
田
上
雁　

＼
岡
の
べ
の
里
輪
の
小
田
に
打
む
れ
て
落
穂
ひ
ろ
ふ
や
を
し
ね
か
り
金

142
外
山
鹿　

＼
は
し
鷹
の
外
山
の
紅
葉
色
に
出
てよろ
し
く
候

妻
恋
す
ら
し
棹
鹿
の
声

143
原
露　
　

＼
つ
ゆ
ふ
か
き
真
葛
が
原
は
恨
あ
る
た
が
う
き
中
の
袖
や
み
す
ら
ん

144
夜
虫　
　

＼
契
ら
ね
ば
誰
か
蓬
生
と
ふ
べ
く
も
覚
え
ぬ
露
に
松
虫
の
声

145
渡
霧　
　

＼
渡
船
ほ
の
か
に
見
え
て
山
の
名
の
朝
日
う
つ
ろ
ふ
宇
治
の
河
霧

146
駒
迎　
　

＼
相
坂
や
絶
て
い
く
代
の
駒
迎おも
し
ろ
く
候

昔
の
秋
に
引
か
へ
さ
ば
や

147
関
月　
　

＼
須
磨
の
浦
や
せ
き
吹
越
る
秋
風
に
う
み
づ
ら
遠
く
す
め
る
月
か
げ

148
竹
間
月　

＼
風
わ
た
る
竹
の
は
山
の
時
雨
か
と
聞
ば
さ
や
か
に
月
ぞ
洩
く
る

149
浦
月　
　

＼
藻
塩
く
む
す
ま
の
あ
ま
人
う
ら
な
み
の
月
に
も
さ
ぞ
な
袖
ぬ
ら
す
ら
ん

150
古
宅
月　

＼
あ
れ
は
て
ゝ
露
け
き
宿
の
蓬
生
に
所
得
つ
ゝ
も
や
ど
る
月
影

151
浪
月　
　

＼
鳰
の
海
や
月
か
げ
さ
え
て
よ
せ
か
へ
る
さ
ゞ
浪
な
が
ら
し
く
氷
哉

152
擣
衣　
　

＼
風
さ
そ
ふ
音
は
み
だ
れ
て
片
糸
の
こ
な
た
か
な
た
に
う
つ
衣
か
な
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153
秋
時
雨　

＼
小
山
田
の
夕
日
の
か
げ
も
晴
く
も
り
お
し
ね
ほ
し
あ
へ
ず
降
時
雨
哉

154
江
紅
葉　

＼
も
み
ぢ
ば
の
陰
を
う
つ
し
て
か
ら
錦
あ
ら
ふ
色
こ
き
秋
の
江
の
水

155
九
月
尽　

＼
月
を
め
で
露
を
悲
し
む
数
々
の
秋
の
哀
も
今
日
に
つ
き
ぬ
る

　
　
　

冬
十
五
首

156
初
冬　
　

＼
冬
は
き
ぬ
軒
の
山
柿
紅
におも
し
ろ
く
候

そ
め
て
残
れ
る
色
も
淋
し
き

157
滝
落
葉　

＼
滝
つ
波
い
ろ
染
か
へ
て
く
れ
な
ゐ
に
落
る
紅
葉
ぞ
渕
瀬
と
も
な
き

158
庭
霜　
　

＼
を
き
わ
た
す
野
辺
い
か
な
ら
ん
所
せ
きめづ
ら
し
く
候

庭
だ
に
今
朝
の
霜
の
は
つ
花

159
柴
霰　
　

＼
柴
車
を
ち
く
る
峯
に
音
そ
ひ
て
あ
ら
れ
吹
敷
風
の
は
げ
し
さ

160
嶺
雪　
　

＼
あ
か
ず
み
て
わ
す
れ
ぬ
花
の
俤
に
か
へ
る
芳
野
ゝ
嶺
の
白
雪

161
杉
雪　
　

＼
降
つ
も
る
雪
に
は
堪
ぬ
う
つ
ほ
木
と
見
え
て
幾
年
杉
の
下
折

162
杜
雪　
　

＼
柏
木
の
は
も
り
の
神
も
あ
か
ず
み
ん
雪
よ
り
か
く
る
杜
の
白
ゆ
ふ

163
枯
芦　
　

＼
の
こ
る
日
の
か
げ
も
程
な
く
暮
る
江
の
蘆
の
は
白
く
霜
ぞ
置
そ
ふ

164
杣
寒
月　

＼
霜
寒
み
名
こ
そ
朽
木
の
杣
の
月
冬
も
光
を
は
な
や
か
に
し
て

165
礒
千
鳥　

＼
有
明
の
月
も
さ
し
て
の
い
そ
鵆おも
し
ろ
く
候

つ
れ
な
き
妻
に
別
れ
て
や
鳴

166
冬
暁　
　

＼
ね
や
寒
く
暁
か
け
て
置
わ
た
す
霜
に
絶
た
る
夢
の
う
き
橋

167
河
氷　
　

＼
閉
そ
ふ
る
氷
や
い
く
重
み
な
せ
河珍重
に
候
有
て
行
て
ふ
音
も
聞
え
ず

168
鷹
狩　
　

＼
あ
か
ず
猶
分
こ
そ
ゆ
か
め
く
る
ゝ
を
も
白
ふ
の
鷹
の
末
野
遥
に

169
沢
水
鳥　

＼
は
る
は
又
若
な
つ
む
べ
き
沢
水
に
む
れ
ゐ
る
鴨
の
青
羽
を
ぞ
み
る
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170
歳
暮　
　

＼
い
か
ば
か
り
今
日
お
ど
ろ
か
ん
年
も
は
や
く
る
ゝ
日
数
を
か
ね
て
知
ず
は

　
　
　

恋
廿
首

171
不
逢
恋　

＼
夢
に
だ
に
逢
と
し
み
え
ば
つ
れ
も
な
き
現
の
う
さ
も
慰
め
て
ま
し

172
切
恋　
　

＼
思
ひ
わ
び
消
ん
い
ま
は
の
夕
と
も
し
ら
で
や
人
の
つ
れ
な
か
る
ら
ん

173
遠
恋　
　

＼
へ
だ
て
つ
る
境
も
遠
し
八
百
日
行
浜
の
ま
さ
ご
を
身
の
思
ひ
に
て

174
近
恋　
　

＼
う
し
や
唯
声
聞
計
い
ひ
よ
れ
どよろ
し
く
候

逢
を
ゆ
る
さ
ぬ
心
つ
よ
さ
は

175
閑
居
恋　

＼
と
は
る
や
と
い
く
夕
つ
ゆ
に
鳴
虫
の
ま
つ
も
空
し
き
蓬
生
の
や
ど

176
忍
恋　
　

＼
思
ひ
か
ね
人
に
も
ら
す
と
み
し
夢
も
覚
る
現
に
先
ぞ
驚
く

177
片
恋　
　

＼
朽
ぬ
と
も
か
ば
か
り
い
か
で
歎
か
ま
し
か
た
み
に
し
ほ
る
袂
成
せ
ば

178
別
恋　
　

＼
わ
り
な
し
や
心
と
け
て
も
見
え
ぬ
ま
に
明
る
よ
つ
ら
く
急
ぐ
別
は

179
負
恋　
　

＼
つ
れ
も
な
き
人
の
心
に
ま
く
ず
原
扨
も
恨
は
猶
の
こ
り
け
り

180
逢
夢
恋　

＼
覚
て
だ
に
ゆ
め
と
は
みわ

えか

ず
逢
と
み
しおも
し
ろ
く
候

お
も
影
残
る
ね
や
の
手
枕

181
後
朝
恋　

＼
お
き
出
て
よ
ふ
か
ゝ
り
け
る
名
残
迄
今
朝
は
覚
え
て
そ
ふ
歎
哉

182
聞
恋　
　

＼
今
し
ば
し
き
か
ま
ほ
し
き
を
玉
琴
の
ほ
の
か
な
る
音
に
心
ひ
か
れ
て

183
久
恋　
　

＼
こ
ひ
の
山
分
て
い
つ
迄
こ
り
果
ぬ
歎
き
な
が
ら
の
年
を
つ
ま
ゝ
し

184
白
地
恋　

＼
ほ
の
か
に
も
見
し
や
車
の
下
す
だ
れ
し
ら
ず
思
ひ
の
か
ゝ
る
べ
し
と
は

185
恨
恋　
　

＼
も
ら
す
ぞ
よ
い
ふ
に
ま
さ
る
と
恨
を
も
さ
ら
ず
は
人
の
思
ひ
知
ら
じ
と

186
祈
恋　
　

＼
御
祓
し
て
た
む
く
る
幣
に
靡
く
べ
き
し
る
べ
嬉
し
き
加
茂
の
河
か
ぜ
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187
絶
恋　
　

＼
折
〳
〵
は
く
べ
き
宵
と
も
み
し
中
のめづ
ら
し
く
候

絶
て
跡
な
き
さ
ゝ
が
に
の
い
と

188
契
恋　
　

＼
と
り
か
は
す
印
も
あ
れ
な
な
を
ざ
り
の是又
珎
し
く
候

契
り
は
人
の
忘
れ
も
ぞ
す
る

189
偽
恋　
　

＼
頼
み
こ
し
偽
つ
ら
く
玉
の
枝
こ
と
ば
の
花
は
色
こ
と
に
し
て

190
変
恋　
　

＼
か
は
る
べ
き
中
と
も
し
ら
ず
う
ち
と
け
ておも
し
ろ
く
候

心
み
え
け
る
程
の
く
や
し
さ

　
　
　

雑
十
首

191
寄
衣
雑　

＼
み
ど
り
あ
け
紫
ふ
か
き
宮
人
の
衣
の
い
ろ
に
品
も
別
れ
て

192
寄
枕
雑　

＼
老
ら
く
の
心
し
づ
け
き
夕
ま
ど
ひ珍重
に
候
起
臥
な
れ
て
あ
か
ぬ
手
枕

193
寄
花
雑　

＼
う
つ
ろ
へ
ば
又
さ
し
か
へ
て
花
か
め
にめづ
ら
し
く
候

か
は
る
色
香
ぞ
宿
に
ふ
り
せ
ぬ

194
寄
市
雑　

＼
い
た
づ
ら
に
あ
か
し
暮
し
て
何
事
を
う
る
ま
の
市
の
さ
は
ぐ
心
ぞ

195
寄
舩
雑　

＼
う
ら
や
ま
し
浪
に
う
か
べ
て
釣
の
舟おも
し
ろ
く
候

よ
に
つ
な
が
れ
ぬ
人
も
有
け
ん

196
寄
橋
雑　

＼
代
々
か
け
て
朽
の
こ
り
け
るよろ
し
く
候

名
斗
は
今
も
昔
の
ま
ゝ
の
継
橋

197
寄
鐘
雑　

＼
折
に
ふ
れ
か
ね
の
ひ
ゞ
き
の
か
は
る
哉面し
ろ
く
候

嵐
の
夕
霜
の
明
ぼ
の

198
寄
苔
雑　

＼
今
も
そ
の
蒔
絵
の
か
た
に
う
つ
さ
ば
や物語
の
心
に
候
歟
。め
づ
ら
し
く
候

岩
ほ
に
青
き
苔
の
緑
を

199
寄
木
雑　

＼
氷
と
く
は
る
を
待
得
て
名
取
川
波
の
花
か
る
せ
ゞ
の
埋
木

200
寄
水
雑　

＼
と
こ
と
は
に
た
え
ぬ
や
い
く
よ
山
河
のよろ
し
く
候

岩
ね
と
め
く
る
水
の
し
ら
波

　
　

右
い
づ
れ
も
珍
重
候
。
任
愚
意
合
之
。	

弘
資



120

詠
百
首
和
歌

201
立
春　
　

＼
山
桜
風
ふ
か
ぬ
よ
に
あ
く
ま
で
も殊面
白
く
候

み
る
べ
き
花
の
春
は
来
に
け
り

202
朝
霞　

＼烏
丸

＼
氷
し
も
と
け
ぬ
る
浪
の
音
羽
河よろ
し
く
候

け
さ
や
霞
に
又ま
た

む
せ
ぶ
ら
ん
（「
＼烏
丸

」
は
朱
筆
）

203
谷
鶯　

＼烏
丸

＼
う
ぐ
ひ
す
や
鳴
て
告
ら
ん
光
り
な
き
谷
に
も
春
のを

よゝ
その

なが

ら初

ぬ音

音に

を（
朱
）（「

＼烏
丸

」
は
朱
筆
）

204
残
雪　
　
　

ま
だ
さ
ゆ
る
み
や
ま
も
春
と
松
の
葉
の
緑
そ
ひ
行
雪
の
村
消

205
若
菜　
　

＼
芹
な
づ
な
摘
手
に
思
ふ
秋
も
又おも
し
ろ
く
候

め
で
な
ん
野
辺
の
七
種
の
花

206
里
梅　
　
　

ま
つ
人
の
あ
ら
ぬ
里
を
も
梅
の
花
匂
ふ
春
辺
は
か
れ
ず
と
は
ま
し

207
簷
梅　
　
　

わ
す
れ
じ
な
あ
や
め
橘
か
ほ
る
と
も
馴
行
軒
の
梅
の
匂
ひ
は

208
春
月　
　

＼
い
と
ゞ
し
く
老
の
涙
に
か
き
く
も
る尤に
候霞

む
が
う
へ
の
春
の
よ
の
月

209
春
曙　
　

＼
面
か
げ
の
い
つ
は
有
と
も
梅
か
ほ
り
鶯
来
鳴
は
る
の
明
ぼ
の

210
帰
雁　
　
　

故
郷
の
春
い
か
計
咲
花
に
心
も
と
め
ず
か
へ
る
か
り
が
ね

211
春
雨　
　

＼
あ
づ
さ
弓
は
る
の
も
の
と
て
降
雨
も
よ
る
こ
そ
増
れ
音
の
し
づ
け
さ

212
岸
柳　
　

＼
み
が
く
れ
ぬ
玉
も
と
み
え
て
河
の
瀬
に
な
び
く
岸
根
の
青
柳
の
糸

213
待
花　
　

＼
も
る
月
の
秋
よ
り
も
う
し
山
桜
待
し
こ
の
ま
の
心
づ
く
し
は

214
初
花　
　

＼
見
る
花
の
い
つ
わ
す
れ
め
や
咲
始
て
又
類
ひ
な
き
今
朝
の
い
ろ
か
を

215
見
花　
　

＼
花
も
し
れ
見
ま
く
ほ
し
さ
に
け
ふ
幾
日
い
ざ
な
は
れ
来
て
馴
る
こ
の
本

216
花
盛　
　

＼
咲
そ
め
て
友
待
雪
のと

見
し
花
の珎重
に
候
。お
も
し
ろ
く
候
。

梢
も
今
日
ぞ
埋
み
果
ぬ
る

217
落
花　

＼烏
丸

＼
う
つ
り
行
日
数
を
花
の
嵐
に
て
か
こ
つ
方
な
く
散
さ
く
ら
哉
（「
＼烏
丸

」
は
朱
筆
）
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218
款
冬　
　

＼
降
あ
め
に
咲
山
ぶ
き
の
八
重
ひ
と
へ
ぬ
れ
て
も
清
き
花
の
色
か
な

219
池
藤　
　
　

咲
か
ゝ
る
松
よ
り
越
て
池
水
の
汀
に
高
き
は
る
の
藤
波

220
関
暮
春　

＼
花
ぞ
め
の
形
み
も
と
め
ず
明
日
は
又よろ
し
く
候

か
へ
ん
衣
の
関
の
名
も
う
し

221
更
衣　
　

＼
袂
よ
く
清
く
と
も
又
あ
さ
ぎ
ぬ
にめづ
ら
し
く
候

花
の
衣
を
か
へ
ま
く
も
う
し

222
卯
花　
　

＼
久
か
た
の
か
つ
ら
の
た
ね
や
是
な
ら
ん
卯
花
月
よ
照
す
光
り
は

223
待
郭
公　
　

鶯
の
声
聞
し
よ
り
ま
た
れ
け
り
同
じ
古
す
の
山
ほ
と
ゝ
ぎ
す

224
聞
郭
公　
　

咲
残
る
花
よ
り
も
け
に
珎
し
く
青
葉
が
く
れ
に
啼
ほ
と
ゝ
ぎ
す（
こ
の
一
首
Ａ
本・宗
永
本
と
も
に
脱
す
。
Ｂ
本
に
拠
り
補
う
）

225
郭
公
稀　
　

つ
れ
な
し
と
名
に
こ
そ
た
て
れ
待
み
て
も
年
に
稀
な
る
山
杜
鵑

226
故
郷
橘　

＼
匂
ひ
さ
へ
又
と
ぢ
そ
へ
つ
ふ
る
里
の
む
ぐ
ら
に
お
ほ
ふ
軒
の
橘

227
早
苗　
　
　

降
雨
の
は
れ
間
を
待
て
夕
附
日
さ
す
や
岡
辺
の
早
苗
採
也

228
五
月
雨　

＼
け
ふ
い
く
か
み
か
さ
増
り
て
広
瀬
河
浅
き
せ
見
え
ぬ
霖
の
こ
ろ
（
以
上
、
Ａ
本
に
拠
る
）

229
鵜
川　
　

＼
夕
立
の
名
残
の
浪
も
高
せ
河
う
ぶ
ね
の
篝
影
ぞ
み
だ
る
ゝ
（
以
下
、
宗
永
本
に
拠
る
）

230
叢
蛍　
　
　

草
ふ
か
み
す
だ
く
蛍
も
か
す
が
の
ゝ
烽
火
の
野
べ
の
な
さ
へ
か
く
れ
ぬ

231
夏
草　
　

＼
そ
れ
と
な
き
虫
の
こ
ゑ
し
て
秋
ま
た物語
に
そ
こ
は
か
と
な
き
虫
の
こ
ゑ
〴
〵
に
候
哉
。お
も
し
ろ
く
候

ぬ
花
も
草
葉
に
ま
じ
る
の
べ
哉

232
夏
月　
　

＼
夏
の
夜
は
南
を
め
ぐ
る
月
影
も
奥
あ
ら
は
な
る
閨
の
す
ゞ
し
さ

233
夕
立　
　
　

風
は
や
み
夕
だ
つ
雲
の
足
が
ら
や
八
重
山
晴
て
う
つ
る
日
の
か
げ

234
杜
蝉　
　

＼
夕
日
影
も
る
い
ろ
う
す
し
涼
し
く
も珍重
に
候
鳴
せ
み
の
は
の
衣
手
の
も
り

235
夏
祓　
　
　

御
祓
し
て
涼
し
く
成
ぬ
立
田
川
夜
半
に
や
秋
の
越
て
き
ぬ
ら
ん
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236
早
秋　
　

＼
吹
を
く
る
い
な
葉
の
風
も
音
か
へ
て
早
田
の
ほ
な
み
秋
や
立
ら
ん

237
七
夕　
　

＼
天
の
河
代
々
を
か
け
て
も
一
年
に
ひ
と
夜
は
つ
ら
し
か
さ
ゝ
ぎ
の
橋

238
荻
風　
　

＼
聞
か
ら
に
哀
も
う
さ
も
身
に
ぞ
し
む
い
か
な
る
風
の
荻
に
吹
ら
ん

239
萩
露　
　
　

み
る
心
く
だ
け
て
ぞ
思
ふ
風
あ
ら
き
小
萩
が
上
の
露
の
し
ら
玉

240
女
郎
花　
　

露
に
な
び
き
風
に
心
を
う
ご
か
せ
て
誠
す
く
な
き
女
郎
花
か
な

241
夕
虫　
　

＼
草
が
く
れ
今
ぞ
ほ
の
め
く
夕
附
日
さ
す
や
岡
辺
の
ま
つ
む
し
の
こ
ゑ

242
夜
鹿　
　

＼
棹
鹿
の
つ
れ
な
き
妻
を
頼
め
て
も
待
よ
も
何
の
か
ひ
よ
と
や
鳴

243
初
雁　
　

＼
玉
づ
さ
を
送
る
も
待
も
誰
と
な
く
う
は
の
空
な
る
初
か
り
の
こ
ゑ

244
秋
夕　
　

＼
誰
秋
に
な
が
め
そ
め
ぬ
る
夕
よ
り
露
も
涙
も
袖
ぬ
ら
す
ら
む

245
山
月　
　
　

山
風
の
雲
吹
拂
ふ
か
ひ
が
ね
や
出
て
さ
や
か
に
む
か
ふ
月
か
げ

246
野
月　
　

＼
ぬ
き
と
め
ぬ
玉
田
よ
こ
の
ゝ
秋
風
に珍重
に
候
み
だ
る
ゝ
露
を
み
が
く
月
か
げ

247
河
月　
　

＼
片
ふ
ち
の
岸
根
に
深
き
柳
陰おも
し
ろ
く
候

く
ま
な
き
月
の
隈
と
な
り
ぬ
る

248
江
月　
　

＼
あ
か
ず
猶
あ
き
の
哀
も
こ
も
り
江
に
舩
さ
す
棹
の
長
き
よ
の
月

249
浦
月　
　

＼
光
り
そ
ふ
是
や
寔
の
玉
な
ら
ん
衣
の
う
ら
に
す
め
る
月
か
げ

250
籬
菊　
　

＼
さ
き
そ
め
て
日
を
ふ
る
ま
ゝ
に
し
ら
菊
の
ま
が
き
は
山
と
つ
も
る
雪
か
な

251
擣
衣　
　
　

こ
ろ
も
う
つ
音
は
哀
も
深
き
よ
の
涙
も
よ
ほ
す
妻
と
な
る
ら
ん

252
暁
霧　
　

＼
横
雲
の
別
る
峯
は
さ
だ
か
に
て
山
本
く
ら
き
秋
霧
の
そ
ら

253
岡
紅
葉　
　

水
ぐ
き
の
岡
の
や
か
た
の
う
す
紅
葉
ね
て
の
朝
け
の
色
ぞ
そ
ひ
行



岡本宗好家集、田村宗永編『露底集』解題と翻刻（上）123

254
庭
紅
葉　

＼
又
か
ゝ
る
色
を
や
は
見
ん
し
め
ゆ
ひ
し面白
候か

き
ね
の
ぬ
る
で
蔦
の
も
み
ち
葉

255
九
月
尽　

＼
か
た
へ
よ
り
時
雨
来
に
け
り
秋
と
冬
と
今
や
行
か
ふ
あ
か
つ
き
の
空

256
初
冬　
　
　

立
そ
む
る
今
朝
よ
り
冬
の
色
み
え
て
霜
に
う
つ
ろ
ふ
野
べ
の
寒
け
き

257
時
雨　
　

＼
村
し
ぐ
れ
降
か
と
み
れ
ば
晴
る
よ
りめづ
ら
し
く
候

星
さ
や
か
に
て
雲
も
残
ら
ず

258
落
葉　
　

＼
み
な
の
河
を
と
す
つ
く
ば
の
山
風
に
つ
も
る
こ
の
は
も
渕
と
成
行

259
朝
霜　
　
　

い
は
橋
の
夜
の
嵐
も
さ
え
ぬ
べ
し
あ
く
る
朝
け
の
霜
の
寒
け
さ

260
寒
草　
　

＼
風
さ
ゆ
る
野
べ
の
む
ら
萩
糸
薄
よ
る
〳
〵
霜
に
結
ぼ
ゝ
れ
ゆ
く

261
千
鳥　
　

＼
白
波
に
千
鳥
む
れ
た
つ
遠
方
の
入
日
も
く
も
る
浦
の
ゆ
ふ
な
ぎ

262
水
鳥　
　

＼
い
け
水
に
ち
り
し
こ
の
は
の
後
も
猶
に
し
き
を
た
え
ぬ
鴛
の
毛
衣

263
氷
始
結　

＼
散
つ
も
る
紅
葉
ゞ
な
が
ら
閉
そ
へ
てめづ
ら
し
く
候

氷
色
あ
る
山
川
の
み
づ

264
冬
月　
　

＼
霜
む
す
ぶ
荻
の
枯
葉
は
風
た
へ
て
軒
端
静
に
さ
ゆ
る
月
影

265
鷹
狩　
　
　

狩
衣
げ
に
大
か
た
の
鷹
か
ひ
は
出
は
へ
あ
れ
や
翁
さ
び
て
も

266
野
霰　
　

＼
古
に
け
る
の
べ
の
御
幸
の
跡
と
め
てよろ
し
く
候

今
も
霰
の
玉
や
ち
る
ら
む

267
浅
雪　
　
　

雪
は
ま
だ
降
そ
む
る
色
も
朝
日
影
う
つ
る
方
よ
り
や
が
て
と
け
ぬ
る

268
積
雪　
　

＼
つ
も
り
け
り
雪
は
麓
に
ち
り
ひ
ぢ
の
唯
一
時
の
や
ま
と
な
る
迄

269
炭
竈　
　

＼
淋
し
さ
は
塩
や
く
う
ら
の
煙
に
も
た
ち
増
り
ぬ
る
み
ね
の
す
み
か
ま

270
歳
暮　
　

＼
い
と
は
や
も
過
る
月
な
み
老
の
波老の
な
み
を
か
さ
ね
ら
る
ゝ
よ
し
尤
に
候

又
立
か
さ
ね
年
や
越
ま
し

271
寄
月
恋　

＼
つ
き
に
猶
ま
さ
る
な
げ
き
を
あ
や
な
く
も
誰
心
よ
り
詠
な
れ
け
ん
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272
寄
雲
恋　
　

白
雲
の
立
な
も
い
か
で
い
と
ふ
べ
き
わ
が
身
の
か
た
に
な
び
か
ま
し
か
ば

273
寄
露
恋　

＼
よ
し
や
人
身
の
思
ひ
出
に
結
び
を
け
露
計
な
る
契
り
な
り
と
も

274
寄
雨
恋　

＼
待
宵
の
契
り
む
な
し
き
雨
の
音
に
わ
が
お
も
ひ
河
増
り
も
ぞ
す
る

275
寄
風
恋　
　

吹
そ
め
し
人
の
心
の
秋
か
ぜ
や
た
え
て
音
な
き
中
と
な
り
け
ん

276
寄
山
恋　

＼
い
つ
ま
で
か
歎
を
こ
ひ
の
お
も
に
ゝ
て
忍
ぶ
の
山
に
分
ま
よ
ふ
ら
む

277
寄
関
恋　

＼
宵
々
の
夢
路
と
を
さ
ぬ
せ
き
守
や
う
ち
も
ね
ら
れ
ぬ
思
ひ
な
る
ら
ん

278
寄
原
恋　

＼
絶
に
け
り
人
の
契
り
の
浅
茅
原
通
ひ
し
道
は
あ
と
も
な
き
ま
で

279
寄
橋
恋　
　

つ
れ
な
く
て
絶
し
な
が
ら
の
橋
柱
我
お
も
ひ
の
み
か
け
ぞ
は
な
れ
ぬ

280
寄
海
恋　

＼
あ
さ
は
か
に
な
ど
顕
れ
し
袖
の
う
み
塩
干
に
見
え
ぬ
石
も
有
よ
に

281
寄
木
恋　

＼
頼
ま
れ
ぬ
人
の
心
の
末
の
松
す
ゑ
つ
ゐ
に
う
き
浪
や
越
な
ん

282
寄
草
恋　

＼
紫
の
ね
を
つ
ゝ
め
ど
も
落
そ
む
る
な
み
だ
や
恋
の
ゆ
か
り
な
る
ら
ん

283
寄
鳥
恋　
　

玉
章
を
か
け
て
く
る
て
ふ
雁
も
あ
る
を
人
の
心
の
あ
き
風
ぞ
う
き

284
寄
虫
恋　
　

と
は
れ
ず
は
袖
に
か
ゝ
る
も
さ
ゝ
が
に
の
い
と
ゞ
苦
し
き
ふ
し
や
そ
は
ま
し

285
寄
獣
恋　

＼
せ
き
守
の
う
ち
ぬ
る
隙
を
頼
み
て
もおも
し
ろ
く
候

と
が
む
る
犬
の
こ
え
ぞ
わ
り
な
き
（
宗
永
本
に
評
語
な
し
。
Ｂ
本
に
拠
る
）

286
寄
玉
恋　
　

お
も
ひ
せ
く
心
の
た
き
も
終
に
我
袖
に
乱
れ
て
落
る
し
ら
た
ま

287
寄
鏡
恋　

＼
つ
ら
さ
の
み
ま
す
み
の
か
ゞ
み
う
ら
み
て
も
見
し
俤
は
立
も
は
な
れ
ず

288
寄
枕
恋　

＼
あ
ぢ
き
な
く
逢
は
わ
か
る
ゝ
こ
と
は
り
も
忘
れ
て
か
は
す
夜
半
の
手
枕

289
寄
衣
恋　

＼
見
そ
め
し
は
た
ゞ
行
ず
り
の
こ
ひ
衣
な
ど
打
つ
け
に
露
み
だ
る
ら
ん
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290
寄
糸
恋　

＼
待
こ
と
も
絶
し
を
今
宵
か
た
糸
の
あ
は
を
の
契
よ
り
も
あ
は
ゞ
や

291
浦
松　
　

＼
波
よ
す
る
う
ら
の
す
崎
の
そ
な
れ
松
な
れ
て
幾
年
苔
の
む
す
ま
で

292
窓
竹　
　

＼
深
み
ど
り
千
尋
あ
る
陰
に
茂
り
行
生
さ
き
籠
る
窓
の
若
竹

293
山
家
嵐　

＼
さ
び
し
さ
や
う
き
こ
と
の
音
に
通
ふ
ら
ん
世
は
な
れ
て
す
む
峯
の
松
風

294
田
家　
　

＼
早
苗
と
る
比
よ
り
も
猶
小
山
田
は
稲
葉
刈
つ
む
あ
き
ぞ
に
ぎ
ほ
ふ

295
古
郷　
　

＼
ふ
る
里
と
い
つ
よ
り
な
ら
の
飛
鳥
風
い
た
づ
ら
に
吹
音
は
か
は
ら
で

296
海
路　
　

＼
敷
波
に
し
ほ
る
ゝ
袖
の
み
な
と
舩よろ
し
く
候

な
れ
ぬ
う
き
ね
ぞ
物
は
か
な
し
き

297
羇
旅　
　

＼
た
び
ぞ
う
き
珎
ら
し
と
み
る
山
を
越是又
よ
ろ
し
く
候

浦
は
の
波
に
心
よ
せ
て
も

298
述
懐　
　

＼
う
ら
山
し
そ
れ
も
花
咲
秋
は
あ
らおも
し
ろ
く
候

ん
哀
老
そ
の
杜
の
し
た
草

299
神
祇　
　

＼
君
が
代
に
は
こ
ぶ
御
調
の
舟
の
上
も
安
く
や
守
る
住
よ
し
の
神

300
祝
言　
　

＼
見
る
も
又
聞
も
さ
ら
也
鳥
の
こ
ゑ珎重
に
候
花
の
色
か
も
長
閑
な
る
よ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

任
愚
意
合
点
之　

七
十
三
首

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弘
資

詠
五
十
首
和
歌

　
　
　

春
十
二
首

301
初
春　
　

＼
い
つ
は
と
は
わ
か
れ
ぬ
御
代
の
の
ど
け
さ
も
さ
ら
に
知
せ
て
春
は
た
つ
ら
ん

302
野
霞　
　

＼
そ
こ
と
な
き
霞
に
春
は
大
江
山よろ
し
く
候

い
く
の
ゝ
道
ぞ
い
と
ゞ
は
る
け
き
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303
朝
鶯　
　

＼
春
の
色
を
外
に
も
と
め
し
朝
日
影
う
つ
る
ま
が
き
の
う
ぐ
ひ
す
の
こ
ゑ

304
梅
薫
袖　

＼
う
つ
し
植
て
花
み
る
は
る
の
嬉
し
さ
も
つ
ゝ
み
あ
ま
れ
る
袖
の
梅
が
ゝ

305
柳　
　
　

＼
春
を
し
る
や
な
ぎ
の
糸
に
千
世
か
け
て
た
え
ぬ
契
り
を
結
び
そ
へ
ば
や

306
湖
帰
雁　

＼
さ
ゞ
波
や
浦
よ
り
遠
に
か
へ
る
か
り
鏡
の
山
に
か
げ
も
と
ゞ
め
ず

307
春
暁
月　
　

閨
の
と
に
の
こ
る
灯
か
げ
う
す
し
明
行
月
も
空
に
か
す
み
て

308
待
山
花　

＼
咲
ば
と
く
散
を
う
し
と
や
山
桜
ま
た
る
ゝ
程
の
日
数
経
ぬ
ら
ん

309
翫
花　
　

＼
ち
る
花
の
波
こ
す
迄
も
あ
か
れ
じ
な
磯珎重
に
候
山
ざ
く
ら
み
な
れ
そ
な
れ
て

310
河
落
花　

＼
風
さ
そ
ふ
昨
日
も
今
日
も
飛
鳥
川
淵
せ
か
は
ら
ぬ
は
な
の
し
ら
波

311
笆
款
冬　

＼
故
さ
と
ゝ
誰
住
す
て
し
跡
な
ら
ん
か
す
み
の
ま
が
き
八
重
の
山
ぶ
き

312
暮
春　
　
　

名
残
あ
れ
や
散
に
し
花
の
木
陰
ま
で
し
た
ふ
に
あ
か
ぬ
は
る
ぞ
く
れ
行

　
　
　

夏
七
首

313
新
樹　
　
　

さ
ま
〴
〵
の
木
々
の
若
ば
や
う
す
き
内
こ
き
が
中
に
も
色
を
分
ら
ん

314
郭
公　
　

＼
ほ
と
ゝ
ぎ
す
猶
つ
れ
な
さ
は
有
明
の
月
に
残
し
て
過
る
ひ
と
こ
ゑ

315
早
苗　
　

＼
乙
女
子
か
う
た
ふ
田
哥
の
一
ふおも
し
ろ
く
候

し
に
と
る
手
の
さ
な
へ
な
び
く
と
ぞ
み
る

316
五
月
雨　
　

し
め
や
か
に
ふ
る
も
い
と
は
ず
思
ふ
ど
ち
か
た
ら
ひ
く
ら
す
さ
み
だ
れ
の
比

317
夏
草　
　

＼
池
水
は
て
る
日
に
か
れ
て
庭
の
面
に
茂
る
草
葉
ぞ
ふ
か
く
成
行

318
蛍　
　
　

＼
せ
き
い
る
ゝ
水
の
流
に
影
み
え
て
端
居
涼
し
く
飛
蛍
か
な

319
納
涼　
　

＼
玉
琴
に
風
吹
そ
ふ
る
こ
す
の
と
は
夏
の
し
ら
べ
も
あ
き
に
か
よ
へ
る
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秋
十
二
首

320
七
夕　
　

＼
こ
と
の
葉
の
花
し
に
ほ
は
ゞ
七
種めづ
ら
し
く
候

に
そ
へ
て
手
向
ん
ほ
し
合
の
そ
ら

321
荻　
　
　
　

一
し
き
り
た
ゆ
む
と
聞
は
打
そ
よ
ぎ
又
音
た
つ
る
荻
の
上
か
ぜ

322
閑
庭
薄　

＼
花
す
ゝ
き
わ
く
る
人
な
き
庭
の
面
は
置
あ
ま
る
露
ぞ
独
こ
ぼ
る
ゝ

323
夕
虫　
　

＼
手
向
に
と
鳴
や
鈴
虫
ゆ
ふ
か
けおも
し
ろ
く
候

て
宮
居
ふ
り
ぬ
る
松
の
木
陰
に

324
外
山
鹿　

＼
庵
近
み
く
る
ゝ
も
ま
た
で
鳴
鹿
は
と
山
の
霧
に
妻
や
こ
も
れ
る

325
初
雁　
　

＼
返
す
比
か
へ
る
と
見
え
し
程
も
な珎ら
し
く
候

く
わ
さ
田
か
り
金
は
や
聞
ゆ
な
り

326
松
間
月　

＼
あ
か
ず
猶
岡
部
の
ま
つ
の
木
の
間
よ
り
月
も
千
年
を
契
り
て
や
す
む

327
竹
間
月　

＼
風
わ
た
る
竹
の
小
枝
を
も
る
か
げ
や
時
雨
を
分
る
あ
き
の
よ
の
月

328
霧　
　
　

＼
吹
払
ふ
嶺
よ
り
晴
て
麓
河
あ
ら面白
く
候
し
の
末
に
残
る
あ
さ
ぎ
り

329
擣
衣　
　
　

い
と
ま
な
き
い
せ
を
の
蜑
の
ぬ
れ
衣
月
に
ま
き
ほ
し
月
に
う
つ
ら
し

330
紅
葉　
　

＼
村
時
雨
千
入
一
し
ほ
染
分
て
と
山
に
つ
ゞ
く
庭
の
も
み
ぢ
ば

331
九
月
尽　
　

秋
に
今
つ
き
ぬ
余
波
を
し
た
ふ
哉
春
も
わ
か
れ
し
入
あ
ひ
の
か
ね

　
　
　

冬
七
首

332
時
雨　
　

＼
小
夜
時
雨
も
ら
ぬ
に
ぬ
る
ゝ
袂
か
な尤に
候老
の
ね
ざ
め
の
な
み
だ
も
ろ
さ
に

333
橋
上
霜　

＼
置
霜
の
か
ゝ
れ
と
て
し
も
う
ば
玉
の
よ
ど
の
つ
ぎ
は
し
冴
わ
た
る
ら
ん

334
氷　
　
　
　

岩
ま
よ
り
音
も
嵐
に
吹
か
へ
て
氷
に
よ
ど
む
山
河
の
み
づ

335
河
千
鳥　

＼
か
れ
ず
猶
つ
ま
と
ふ
鵆
声
さ
む
しよろ
し
く
候

河
辺
の
ち
原
霜
ふ
か
き
よ
に
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336
松
雪　
　

＼
払
覧
風
の
名
残
も
今
朝
み
え
て
村
〳
〵
つ
も
る
雪
の
ま
つ
が
え

337
炭
竈　
　
　

立
ま
さ
る
淋
し
さ
い
づ
れ
も
し
ほ
焼
う
ら
は
の
け
ぶ
り
み
ね
の
す
み
が
ま

338
歳
暮　
　

＼
身
に
と
め
て
な
す
一
ふ
し
も
か
た
原
の
く
る
ゝ
を
年
と
何
歎
く
ら
ん

　
　
　

恋
六
首

339
忍
恋　
　

＼
し
の
ぶ
に
も
あ
ま
る
涙
を
せ
き
侘
て
う
き
名
な
が
ら
に
も
れ
ん
と
や
す
る

340
祈
恋　
　
　

い
の
り
て
も
神
も
う
け
ず
や
か
た
そ
ぎ
の
行
あ
ひ
が
た
き
中
の
契
は

341
初
逢
恋　

＼
は
か
な
し
や
現
も
夢
も
わ
か
ぬ
ま
に
や
が
て
明
行
夜
半
の
契
は

342
後
朝
恋　
　

俤
は
猶
身
に
し
み
て
有
明
の
光
り
お
さ
ま
る
明
ぼ
の
ゝ
そ
ら

343
増
恋　
　

＼
い
や
ま
し
に
み
だ
る
ゝ
末
の
い
か
な
ら
ん
芦
辺
の
塩
も
満
干
こ
そ
あ
れ

344
恨
恋　
　

＼
今
ぞ
思
ふ
あ
ら
ぬ
恨
を
か
す
め
し
は
絶尤に
候べ
き
た
め
の
か
ご
と
成
し
を

　
　
　

雑
六
首

345
名
所
松　

＼
散
う
せ
ぬ
こ
と
ば
の
種
か
世
々
を
経
て
陰
さ
か
へ
行
わ
か
の
浦
ま
つ

346
山
家　
　

＼
な
れ
て
し
も
す
め
ば
こ
そ
す
め
柴
の
戸
は
隣
も
遠
き
岩
の
か
け
み
ち

347
眺
望　
　
　

あ
ま
や
す
む
州
崎
の
松
の
木
の
間
よ
り
暮
て
数
そ
ふ
漁
火
の
か
げ

348
旅　
　
　

＼
夢
に
だ
に
都
に
越
ば
う
つ
の
山
わ
す
れ
や
せ
ま
し
心
ぼ
そ
さ
を

349
懐
旧　
　

＼
い
に
し
へ
も
何
お
も
ひ
出
も
有
が
ほ
に
と
す
れ
ば
か
く
も
昔
こ
ふ
ら
む

350
祝　
　
　

＼
曇
な
き
御
代
は
神
代
も
か
く
山
や
か
け
し
か
ゞ
み
の
影
も
さ
な
が
ら

　
　
　
　

任
愚
意
合
点
候
。
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三
十
八
首　
　
　
　
　
　
　

弘
資

詠
百
首
和
歌　

351
年
内
立
春
＼
冬
か
け
て
今
朝
立
は
る
も
は
や
せ
河
ま
だ
年
浪
は
の
こ
る
日
数
に

352
野
外
朝
霞
＼
ぬ
る
み
行
水
の
煙
も
立
添
て
野
沢
に
ふ
か
き
朝
が
す
み
哉

353
海
上
晩
霞
＼
夕
な
ぎ
の
か
す
み
や
幾
重
三
保
の
う
ら
松
原
遠
く
見
え
て
暮
行

354
山
居
子
日
＼
人
し
れ
ぬ
此
山
ず
み
も
と
は
れ
け
りよろ
し
く
候

け
ふ
は
ね
の
日
の
松
に
ひ
か
れ
て

355
水
郷
若
菜
＼
七
く
さ
も
摘
あ
ら
ふ
や
と
水
に
ご
るめづ
ら
し
く
候

河
辺
つ
た
ひ
の
里
の
い
く
む
ら

356
春
鶯
呼
客
＼
う
ぐ
ひ
す
の
問
人
さ
そ
ふ
こ
ゑ
す
也
ま
だ
咲
あ
へ
ぬ
梅
の
木
の
本

357
氷
消
田
地
＼
芹
つ
み
し
汀
も
見
え
ず
み
か
さ
そ
ふ
沢
田
は
今
や
氷
と
く
ら
ん

358
南
北
梅
花
＼
尋
来
て
思
ひ
く
ら
ぶ
の
梅
の
花
は
つ
せ
の
梢
さ
か
り
い
か
に
と

359
露
暖
梅
開
＼
咲
梅
の
色
香
に
し
る
し
春
の
日
のおも
し
ろ
く
候

光
り
に
あ
た
る
露
の
恵
は

360
春
雁
離
々
＼
別
つ
ゝ
こ
な
た
か
な
た
に
行
か
り
も
ひ
と
つ
心
に
と
ま
る
お
も
か
げ

361
独
見
春
月
＼
老
は
猶
か
す
む
が
上
に
か
す
む
よ
を尤に
候我
身
ひ
と
つ
と
月
や
う
ら
み
ん

362
閑
中
春
曙
＼
し
づ
け
し
な
は
る
は
霞
に
と
ち
ぞ
ふ
る
葎
の
か
ど
の
明
ぼ
の
ゝ
空

363
柳
無
気
力
＼
吹
と
だ
に
覚
え
ぬ
程
の
は
る
風
も
柳
に
み
え
て
ま
づ
な
び
く
ら
ん

364
旅
泊
春
雨
＼
泊
舟
笘
も
る
雫
た
え
〴
〵
に
聞
も
し
づ
け
き
夜
半
の
は
る
さ
め

365
行
路
春
草
＼
ふ
み
分
し
道
一
筋
の
雪
ま
よ
り
か
つ
見
え
始
て
も
ゆ
る
若
草
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366
山
寒
花
遅
＼
山
ふ
か
み
ま
だ
霜
結
ぶ
枝
の
花よろ
し
く
候

い
つ
下
ひ
も
の
と
く
る
を
も
み
む

367
花
下
送
日
＼
今
日
い
く
か
馴
ぬ
る
花
の
か
ら
錦是又
お
も
し
ろ
く
候

散
し
く
ま
で
は
た
ゝ
ま
く
も
う
し

368
落
花
入
簾
＼
雪
な
ら
ば
い
と
は
れ
や
せ
ん
さ
そ
ひ
来
て
す
だ
れ
吹
巻
花
の
は
る
か
ぜ

369
桃
花
曝
錦
＼
山
賤
の
垣
ね
の
も
ゝ
は
身
に
お
は
ぬ
に
し
き
織
は
へ
ほ
す
か
と
ぞ
み
る

370
留
春
不
駐
＼
跡
も
な
く
暮
行
春
は
誰
宿
の
し
た
ふ
こ
と
葉
の
花
に
の
こ
ら
む

371
羇
旅
更
衣
＼
た
び
衣
春
の
日
数
を
重
ね
来
てよろ
し
く
候

し
ほ
れ
し
袖
を
今
日
や
か
へ
ま
し

372
残
花
何
在
＼
ち
り
の
こ
る
花
の
か
い
づ
こ
た
ど
る
也
分
こ
し
山
は
青
葉
の
み
に
て

373
人
伝
時
鳥
＼
聞
と
き
く
人
伝
つ
ら
し
郭
公
我
に
つ
れ
な
き
よ
そ
の
は
つ
音
を

374
寝
覚
郭
公
＼
し
の
び
音
は
聞
も
さ
だ
め
じ
杜
宇
ね
ざ
め
の
床
に
心
す
ま
ず
は

375
廬
橘
子
低
＼
実
を
む
す
ぶ
露
の
白
玉
数
そ
ひ
て
は
な
橘
ぞ
枝
お
も
げ
な
る

376
民
戸
早
苗
＼
民
も
い
ま
ゆ
た
か
な
る
代
の
恵
知
か
ど
た
〳
〵
に
さ
な
へ
と
る
な
り

377
杣
五
月
雨
＼
晴
や
ら
ぬ
日
数
お
も
へ
ば
を
の
ゝ
え
も
朽
木
の
杣
の
五
月
雨
の
比

378
湖
五
月
雨
＼（マ
マ
、Ｂ
本
で
は「
鳰
」）

湖
の
う
み
や
お
り
た
つ
雲
の
霖
に
鏡
の
山
は
俤
も
み
ず

379
鵜
舟
廻
嶋
＼
夕
附
よ
ま
だ
い
ら
ぬ
間
は
う
か
ひ
舟
先
嶋
か
げ
や
さ
し
め
ぐ
る
ら
ん

380
連
峯
照
射
＼
み
ね
づ
ゝ
き
鹿
も
ふ
す
ま
や
か
た
糸
の
こ
な
た
か
な
た
の
し
げ
き
と
も
し
に

381
里
蚊
遣
火
＼
ほ
の
か
に
も
か
や
り
の
煙
立
そ
ひ
て
夕
ぐ
れ
い
そ
ぐ
里
の
ひ
と
む
ら

382
閑
庭
瞿
麦
＼
ち
り
の
よ
を
よ
そ
に
詠
て
静
に
もおも
し
ろ
く
候

起
臥
な
る
ゝ
宿
の
と
こ
な
つ

383
砂
月
忘
夏
＼
浦
風
も
吹
上
の
浜
の
真
砂
地
に
夏
と
も
分
ず
消
る
月
影



岡本宗好家集、田村宗永編『露底集』解題と翻刻（上）131

384
野
亭
蛍
火
＼
し
ら
ず
た
が
す
む
草
の
戸
ぞ
焼燈

に
ほ
た
る
も
ま
が
ふ
の
べ
の
遠
方

385
晩
夏
蟬
声
＼
秋
近
き
滝
つ
岩
波
う
つ
せ
み
の
声
ひ
ゞ
き
あ
ふ
山
の
す
〴
〵
し
さ

386
幽
栖
秋
来
＼
道
絶
え
て
誰
待
と
な
き
草
の
と
の
淋
し
さ
と
め
て
秋
は
き
に
け
り

387
二
星
適
逢
＼
稀
に
来
て
か
さ
ぬ
る
夜
半
や
七
夕
の
恨
も
さ
ぞ
な
天
の
羽
ご
ろ
も

388
織
女
惜
別
＼
七
夕
の
絶
ぬ
契
り
も
年
〳
〵
に
う
ら
み
か
さ
な
る
き
ぬ
〴
〵
の
空

389
夜
深
聞
荻
＼
夢
さ
そ
ふ
荻
の
上
風
ふ
く
る
よ
に面白
く
候
む
す
び
か
へ
た
る
袖
の
し
ら
露

390
萩
花
蔵
水
＼
さ
そ
ふ
水
有
と
も
み
え
ず
う
き
く
さ
をめづ
ら
し
く
候

咲
そ
ふ
萩
の
花
に
う
づ
み
て

391
女
郎
花
露
＼
え
な
ら
ず
も
つ
ゆ
に
な
び
き
て
見
る
人
の
心
う
ご
か
す
女
郎
花
か
な

392
風
動
野
花
＼
秋
風
の
吹
を
く
る
の
ゝ
末
の
松めづ
ら
し
く
候

尾
花
の
浪
も
こ
ゆ
る
と
ぞ
み
る

393
鹿
声
何
方
＼
い
づ
こ
と
も
き
ゝ
も
さ
だ
め
ず
吹
迷
ふ珍重
に
候
嵐
の
末
の
さ
を
し
か
の
こ
ゑ

394
秋
夕
傷
心
＼
秋
と
い
へ
ば
入
逢
の
こ
ゑ
も
夕
暮
の
心
に
あ
ま
る
哀
そ
ふ
ら
む

395
遠
天
旅
雁
＼
遥
な
る
こ
ゑ
は
枕
の
上
過
て
又
遠
ざ
か
る
天
つ
か
り
が
ね

396
横
嶺
松
月
＼
雲
は
ら
へ
よ
こ
ほ
り
ふ
せ
る
山
の
名
の
さ
や
に
待
み
ん
月
の
秋
風

397
明
月
如
昼
＼
燈
を
そ
む
け
る
月
の
さ
や
け
さ
に
よ
る
を
わ
す
る
ゝ
ま
ど
の
内
哉

398
十
五
夜
月
＼
今
宵
月
千
里
も
晴
て
夕
塩
の
さ
し
の
ぼ
る
影
に
波
や
み
つ
ら
ん

399
雲
間
稲
妻
＼
夕
づ
き
は
入
ぬ
る
山
の
雲
間
よ
り
又
ほ
の
め
け
る
い
な
づ
ま
の
影

400
名
所
擣
衣
＼
浦
か
ぜ
に
音
も
み
だ
れ
て
す
り
衣
う
つ
や
信
夫
の
里
の
蜑
人

401
霧
中
求
泊
＼
き
り
の
内
は
泊
り
や
い
づ
こ
白
波
の
跡
な
き
方
に
迷
う
友
舟
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402
伴
菊
延
齢
＼
袖
ふ
れ
て
い
く
千
世
な
れ
ん
つ
も
り
そ
ふ
老
を
隔
る
菊
の
ま
が
き
に

403
霜
葉
虫
吟
＼
鳴
虫
の
こ
ゑ
の
色
も
や
よ
る
〳
〵
の
草
葉
の
霜
に
か
れ
ん
と
す
ら
ん

404
紅
葉
出
垣
＼
し
ぐ
れ
に
は
染
ぬ
緑
の
松
垣
を
こ
え
て
紅
葉
の
色
を
か
し
つ
る

405
山
路
秋
過
＼
更
に
け
ふ
ほ
し
あ
へ
ぬ
袖
を
し
ほ
れ
と
や
山
路
時
雨
て
秋
の
暮
行

406
初
冬
落
葉
＼
吹
は
ら
ふ
雲
は
跡
な
き
山
風
に
木
葉
し
ぐ
れ
て
冬
は
き
に
け
り

407
遠
郷
時
雨
＼
風
さ
ゆ
る
都
の
た
つ
み
雲
は
や
み
い
ま
や
時
雨
ゝ
う
ぢ
の
山
も
と

408
寒
草
所
々
＼
武
蔵
の
や
一
も
と
な
ら
ず
枯
残
る
こ
な
た
か
な
た
の
霜
の
下
草

409
浜
辺
寒
芦
＼
い
ろ
さ
む
み
あ
し
の
枯
葉
も
見
え
ぬ
迄めづ
ら
し
く
候

今
朝
置
わ
た
す
霜
の
白
浜

410
月
照
網
代
＼
守
あ
か
す
か
い
さ
り
火
さ
む
く
あ
じ
ろ
木
の
い
ざ
よ
ふ
波
に
氷
る
月
か
げ

411
連
日
鷹
狩
＼
い
さ
や
又
し
ら
ふ
の
た
か
の
か
り
衣
か
さ
ね
ん
日
数
今
幾
日
と
も

412
薄
暮
千
鳥
＼
夕
附
日
入
ぬ
る
礒
に
立
居
鳴
千
鳥
や
浦
の
み
る
め
な
る
ら
ん

413
氷
留
水
声
＼
水
無
瀬
川
け
さ
名
も
し
る
く
氷
居
てよろ
し
く
候

下
に
か
よ
へ
る
音
も
聞
え
ず

414
寒
閨
聞
霰
＼
ね
や
近
き
い
さ
ゝ
村
竹
そ
よ
さ
ら
に
霰
ふ
る
よ
は
夢
も
む
す
ば
ず

415
水
鳥
馴
舟　

み
な
と
江
の
芦
分
小
舩
朝
夕
に
な
れ
て
さ
は
ら
ぬ
水
島
の
こ
ゑ

416
雪
中
残
雁
＼
越
路
よ
り
な
れ
て
も
い
か
に
か
り
が
ね
の
は
ら
ふ
翅
の
雪
や
寒
け
き

417
眺
望
山
雪
＼
今
朝
み
れ
ば
ゆ
き
よ
り
外
の
色
も
な
し
晴
て
間
近
き
遠
の
山
の
は

418
雪
埋
苔
径
＼
ふ
み
分
て
と
ふ
べ
き
人
も
白
雪
の
日
数
ふ
り
行
苔
の
か
よ
ひ
ぢ

419
爐
火
似
春
＼
埋
火
の
あ
た
り
は
し
ら
ぬ
冬
籠
春
や
来
ぬ
る
と
寒
さ
忘
れ
て
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420
老
人
惜
年
＼
老
の
浪
昔
に
帰
る
道
し
あ
ら
ば面白
候よ

ど
ま
ぬ
年
を
か
く
は
惜
ま
じ

421
思
不
言
恋
＼
哀
そ
の
い
は
で
の
森
の
下
露
も
物
お
も
ふ
袖
の
た
ぐ
ひ
か
な
し
き

422
祈
難
会
恋
＼
う
け
ひ
か
で
我
ぞ
く
る
し
き
誰
か
た
に
契
む
す
ぶ
の
神
の
し
め
縄

423
歎
無
名
恋
＼
い
か
で
名
は
な
が
れ
そ
め
け
ん
あ
ふ
せ
な
き
涙
の
川
を
せ
く
と
せ
し
ま
に

424
相
互
忍
恋
＼
た
が
か
た
に
せ
き
あ
ま
る
ら
ん
思
ひ
川おも
し
ろ
く
候

同
じ
心
の
人
め
つ
ゝ
み
も

425
不
堪
待
恋
＼
契
置
し
そ
の
こ
と
の
葉
に
か
ゝ
る
哉
と
は
ず
は
き
え
ん
露
の
い
の
ち
も

426
臨
期
変
恋
＼
更
に
猶
袖
し
ほ
れ
と
や
降
出
し
雨
を
か
ご
と
に
と
は
ぬ
こ
ゝ
ろ
は

427
時
々
驚
恋
＼
折
々
に
お
ど
ろ
か
さ
ず
は
う
き
人
の
契
り
し
こ
と
や
夢
に
な
さ
ま
し

428
憑
誓
言
恋
＼
頼
む
に
ぞ
長
ら
へ
き
ぬ
る
忘
じ
の
人
の
ち
か
ひ
や
我
い
の
ち
な
る

429
深
更
帰
恋
＼
し
ほ
れ
そ
ふ
袖
の
涙
も
ふ
か
き
よ
の
露
わ
け
か
へ
る
道
の
さ
ゝ
は
ら

430
後
朝
切
恋
＼
別
路
に
消
も
は
て
な
で
今
朝
ま
で
は
何
か
ゝ
る
ら
ん
露
の
た
ま
の
を

431
逐
日
憎
恋
＼
お
も
ひ
の
み
ま
す
み
の
か
ゞ
み
朝
毎
に
む
か
ふ
も
人
の
影
は
う
つ
ら
で

432
非
心
離
恋
＼
い
は
に
せ
く
早
瀬
の
浪
の
心
に
も
あ
ら
で
別
る
ゝ
中
ぞ
わ
り
な
き

433
見
形
厭
恋
＼
い
と
ふ
な
よ
心
は
花
に
と
ば
か
り
を
か
こ
ち
よ
り
て
も
い
ふ
か
ひ
ぞ
な
き

434
披
書
恨
恋
＼
な
ぐ
さ
め
も
見
え
ぬ
か
へ
し
に
水
茎
の
岡
の
く
ず
は
の
恨
も
ぞ
そ
ふ

435
絶
経
年
恋
＼
橋
柱
た
え
ぬ
る
中
を
い
か
で
か
く
昔
な
が
ら
に
恋
わ
た
る
ら
む

436
残
月
越
関
＼
相
坂
の
せ
き
越
侘
ぬ
夜
を
の
こ
す
都
の
月
を
立
か
へ
り
み
て

437
風
破
旅
夢
＼
た
ま
さ
か
に
見
し
故
郷
の
夢
を
さ
へ
つ
ら
き
た
び
ね
に
か
へ
す
山
風
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438
嶺
林
猿
叫
＼
山
風
に
峯
の
こ
の
は
は
落
尽
て
淋
し
さ
い
と
ゞ
ま
し
ら
鳴
こ
ゑ

439
翠
松
遠遶

家
＼
植
置
し
め
ぐ
り
の
小
松
年
を
経
ておも
し
ろ
く
候

緑
に
こ
も
る
宿
ぞ
し
づ
け
き

440
山
家
人
稀
＼
淋
し
さ
も
な
ぐ
さ
み
て
ま
し
山
里
に
冬
の
み
か
る
ゝ
人
め
な
り
せ
ば

441
野
寺
僧
帰
＼
墨
染
の
夕
の
あ
ら
し
音
添
て
の
寺
に
か
へ
る
袖
の
さ
む
け
さ
（
以
上
、
宗
永
本
に
拠
る
）

442
田
家
見
鶴
＼
お
り
居
る
も
静
に
み
え
て
末
広
き
門
田
の
お
も
に
あ
さ
る
友
鶴
（
以
下
、
Ａ
本
に
拠
る
）

443
樵
路
日
暮
＼
山
人
の
つ
ま
木
に
日
を
ぞ
く
ら
し
ぬ
る
や
す
ま
ん
花
の
か
げ
も
な
き
比

444
晴
後
遠
水
＼
雨
す
さ
む
河
水
白
く
末
晴
て
名
残
立
そ
ふ
虹
の
一
す
じ

445
滄
海
雲
低
＼
海
こ
し
のに

見
し
山
の
は
も
隔
り
て
波
に
お
り
た
つ
雲
の
一
む
ら

446
漁
舟
連
浪
＼
八
重
ぶ
き
の
芦
屋
の
う
ら
の
釣
の
ふ
ね
波
に
隙
な
く
み
え
て
う
か
べ
る

447
江
雨
鷺
飛
＼
ふ
る
あ
め
に
あ
さ
る
か
た
な
く
浅
き
江
の
芦
間
の
鷺
や
群
て
立
ら
ん

448
夜
涙
余
袖
＼
か
へ
り
こ
ぬ
昔
を
更
に
思
ひ
ね
の
よ
る
の
袂
は
波
に
し
ほ
れ
て

449
憂
喜
依
人
＼
嬉
し
き
も
う
き
せ
も
見
え
て
飛
鳥
川面白
く
候

か
は
る
は
人
を
分
る
よ
の
中

450
竹
契
遐
年
＼
深
緑
千
尋
あ
る
か
げ
に
ふ
し
な
れ
て
萬
代
契
る
末
の
久
し
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
取
々
宜
候
。
合
点
候
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弘
資

詠
十
五
首
和
哥

451
八
月
十
五
夜
＼
今
宵
て
る
月
の
光
に
わ
た
つ
う
み
のや

千
尋
あ
る
底
の
玉
も
ひ
ろ
は
ん

452
月
前
風　

＼
立
雲
の
ち
り
も
す
へ
じ
と
吹
風
に
今
宵
の
月
を
任
せ
て
ぞ
み
る
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453
月
前
露　

＼
吹
か
ぜ
も
さ
そ
ひ
な
そ
へ
そ
水
茎
の
岡
の
く
ず
は
の
露
の
月
か
げ

454
山
月　
　

＼
く
れ
か
ゝ
る
山
本
ふ
か
き
秋
霧
も可然
候み

え
て
尾
上
を
登
る
つ
き
影

455
野
月　
　

＼
か
げ
や
ど
す
花
の
千
種
を
ま
が
き
に
て面白
候野
守
が
庵
ぞ
月
に
は
へ
あ
る

456
浦
月　
　

＼
う
ら
人
の
う
き
い
と
な
み
も
わ
す
れ
貝
ひ
ろ
ふ
た
も
と
や
月
に
ほ
す
ら
ん

457
花
洛
月　

＼
四
方
の
あ
ら
し
更
し
づ
ま
り
て
見
る
月
の
都
の
そ
ら
ぞ
世
に
た
ぐ
ひ
な
き

458
故
郷
月　

＼
を
き
み
て
る
露
に
や
ど
り
て
ふ
る
さ
と
の
葎
の
門
は
月
ぞ
閉
た
る

459
山
家
月　

＼
隈
も
な
く
月
ぞ
さ
し
入
山
賎
の尤に
候か
や
が
軒
端
の
奥
端
の
奥
も
あ
ら
は
に

460
月
前
雁　

＼
初
か
り
の
月
に
か
け
こ
し
玉
章
はめづ
ら
し
く
候

お
ち
て
入
江
の
あ
し
て
ら
す
ら
ん

461
月
前
虫　

＼
明
る
迄
声
を
つ
く
し
て
虫
ぞ
鳴
い
か
に
思
ひ
の
月
に
そ
ふ
ら
ん

462
月
前
鐘　

＼
月
は
は
や
落
か
ゝ
る
雲
の
林
に
も
猶
澄
の
ぼ
る
鐘
の
こ
ゑ
か
な

463
寄
月
恋　

＼
袖
の
つ
ゆ
を
か
こ
つ
も
つ
き
の
よ
比
へ
ば
忍
び
は
つ
べ
き
身
の
思
ひ
か
は

464
寄
月
述
懐
＼
め
で
来
つ
ゝ
つ
も
り
て
は
う
き
老
が
身
に是又
尤
に
候

月
な
ら
で
又
慰
も
な
し

465
寄
月
神
祇
＼
鈴
鹿
河
ふ
り
せ
ぬ
か
げ
は
な
が
れ
て
も
神
代
な
が
ら
に
す
め
る
月
か
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
づ
れ
も
珍
重
々
々
。
合
点
之
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弘
資

詠
十
三
首
和
歌

466
九
月
十
三
夜
＼
名
に
た
か
く
め
で
始
し
よ
の
昔
ま
で
さ
ら
に
覚
え
て
す
め
る
月
哉　

467
月
前
星　

＼
は
る
ゝ
よ
の
星
の
は
や
し
は
う
づ
も
れ
ぬ
雪
と
冴
行
つ
き
の
光
り
に
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468
月
前
時
雨　

心
あ
れ
や
ふ
る
ほ
ど
も
猶
さ
や
か
な
る
月
の
外
行
夜
半
の
時
雨
は

469
月
前
荻　

＼
つ
き
さ
ゆ
る
霜
の
下
荻
そ
よ
く
也
よ
な
〳
〵
か
る
ゝ
ゆ
め
の
枕
に

470
月
前
鹿　

＼
高
砂
の
松
と
契
り
し
小
男
鹿
や
尾
上
の
月
に
声
絶
ず
な
く　
　
　
　

471
花
洛
月　
　

い
く
め
ぐ
り
な
れ
て
都
の
秋
の
つ
き
よ
し
更
科
は
さ
も
あ
ら
ば
あ
れ

472
古
寺
月　

＼
夢
さ
そ
ふ
か
ね
の
御
嵩
の
月
か
げ
や
其
暁
を
か
け
て
澄
ら
ん

473
寄
月
忍
恋
＼
よ
る
こ
そ
は
つ
き
に
か
こ
た
め
ひ
る
ま
な
き
袖
の
涙
を
い
か
に
忍
ば
ん

474
寄
月
変
恋
＼
人
ぞ
う
き
ほ
の
三
ケ
月
の
有
明
に
う
つ
り
か
は
る
も
夜
比
へ
て
こ
そ

475
寄
月
別
恋　

名
残
猶
俤
に
た
つ
別
哉
暁
月
の
霧
ふ
か
き
よ
に

476
寄
月
述
懐
＼
よ
そ
に
の
み
見
て
幾
年
か
杉
の
庵
わ
が
あ
ら
ま
し
の
山
の
は
の
月

477
寄
月
旅
泊　

お
も
ひ
出
ん
月
も
今
夜
は
靹
の
う
ら
に
う
き
ね
の
波
路
漕
別
る
と
も

478
寄
月
祝
言
＼
ち
ぎ
り
置
て
月
に
か
ぞ
へ
ん
さ
ゞ
れ
石
の
い
は
ほ
と
な
れ
る
代
々
の
秋
迄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
取
々
宜
候
。
任
管
窺
之
所
存

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

僻
点
九
首　

弘
資

詠
百
首
和
歌

479
立
春　
　

＼
巻
あ
げ
て
む
か
ひ
し
雪
も
霞
む
也宜候釣
簾
の
外
山
の
今
朝
の
は
つ
春

480
山
霞　
　

＼
春
来
て
も
ま
だ
色
う
す
く
袖
さ
む
し
そ
め
て
霞
の
衣
か
せ
や
ま

481
海
辺
霞　

＼
立
そ
ふ
る
浪
路
の
か
す
み
幾
重
と
か
け
さ
三
熊
野
の
浦
の
浜
ゆ
ふ

482
鶯　
　
　

＼
香
に
ふ
れ
て
幾
春
あ
か
ぬ
梅
が
え
に
な
れ
も
な
れ
て
や
来
鳴
鶯
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483
野
若
菜　

＼
香
を
と
め
て
秋
見
ん
花
も
先
ぞ
お
も
ふ
つ
む
七
種
の
の
べ
の
行
末

484
梅
風　
　

＼
む
め
が
ゝ
や
よ
も
に
み
つ
ら
ん
棹
姫
の
か
す
み
の
袖
に
あ
ま
つ
春
風

485
柳　
　
　

＼
春
風
も
払
ひ
つ
く
さ
ず
朝
川
の
水
の
け
ぶ
り
に
な
び
く
柳
は

486
春
月　
　

＼
思
ふ
そ
の
昔
は
遠
く
か
す
め
と
も
み
し
よ
か
は
ら
ぬ
春
の
よ
の
月

487
春
雨　
　

＼
は
る
さ
め
の
軒
の
玉
水
音
せ
ず
は
庭
の
真
砂
に
降
も
し
ら
れ
じ

488
帰
雁　
　

＼
空
に
た
つ
雲
は
跡
な
き
春
風
に
な
れ
も
消
行
遠
の
か
り
金

489
早
蕨　
　
　

是
も
又
ゆ
か
り
の
色
と
紫
の
生
て
ふ
の
べ
に
も
ゆ
る
さ
は
ら
び

490
栽
花　
　
　

緑
そ
ふ
柳
に
花
を
植
そ
へ
て
み
や
こ
の
春
の
錦
と
も
み
ん

491
尋
花　
　

＼
花
に
い
さ
む
心
の
こ
ま
も
な
づ
む
ま
で
ふ
る
郷
遠
き
春
の
山
ぶ
み

492
盛
花　
　

＼
待
惜
む
歎
き
わ
す
れ
て
今
日
さ
ら
に
物
思
ひ
な
き
花
の
下
陰

493
挿
頭
華　
　

色
に
ふ
れ
あ
か
ぬ
あ
ま
り
に
か
ざ
せ
ど
も
花
は
わ
が
身
の
老
や
い
と
は
ん

494
落
花　
　

＼
う
し
や
風
さ
そ
ひ
つ
く
し
て
飛
鳥
河
渕
瀬
も
わ
か
ぬ
花
の
白
波

495
苗
代　
　
　

苗
代
に
秋
の
た
の
み
を
待
し
づ
の
心
の
た
ね
や
先
ひ
た
す
ら
ん

496
款
冬　
　
　

咲
出
て
こ
も
る
い
ろ
香
も
あ
ら
は
れ
ぬ
八
重
款
冬
の
花
の
や
へ
が
き

497
藤　
　
　
　

春
を
へ
て
あ
ぜ
行
池
の
さ
ゞ
れ
水
岸
根
の
藤
や
波
は
か
く
ら
ん

498
舟
中
暮
春
＼
は
る
は
け
ふ
く
れ
て
い
づ
く
に
行
舟
の
あ
と
な
き
浪
に
し
た
ひ
侘
ぬ
る

499
更
衣　
　

＼
花
衣
き
つ
ゝ
馴
に
し
日
数
さ
へ
か
さ
ね
も
や
ら
で
又
や
か
へ
ま
し

500
葵　
　
　
　

玉
す
だ
れ
あ
ふ
ひ
の
か
つ
ら
か
げ
そ
へ
て
同
じ
緑
の
色
も
涼
し
き
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501
待
郭
公　

＼
心
か
ら
待
夜
か
さ
ね
し
ほ
と
ゝ
ぎ
す
と
は
ぬ
恨
は
誰
に
か
こ
た
ん

502
郭
公
遍　

＼
村
雨
は
里
わ
く
空
も
を
し
な
べ
て
鳴
音
も
ら
さ
ぬ
ほ
と
ゝ
ぎ
す
哉

503
菖
蒲　
　
　

あ
め
晴
て
夕
日
に
み
が
く
白
つ
ゆ
の
玉
江
の
あ
や
め
色
ぞ
す
ゞ
し
き

504
橘　
　
　

＼
草
深
く
里
は
あ
れ
て
も
立
花
のよろ
し
く
候

花
さ
へ
実
さ
へ
葉
さ
へ
ふ
り
せ
ぬ

505
五
月
雨　

＼
さ
み
だ
れ
の
み
か
さ
や
い
づ
こ
ま
す
げ
か
る
野
沢
の
汀
山
の
滝
つ
せ

506
夏
草　
　
　

秋
ま
た
で
咲
も
え
な
ら
ず
夏
草
の
し
げ
み
に
交
る
さ
ゆ
り
な
で
し
こ

507
夏
月　

＼弘

＼
う
き
て
よ
る
み
る
め
も
涼
し
夏
衣面白
く
候
う
す
き
袖
師
の
浦
の
月
か
げ

508
蚊
遣
火　

＼
小
夜
更
て
枕
に
ほ
そ
き
蚊
の
こ
ゑ
は
よ
ひ
の
煙
や
立
す
が
る
ら
ん

509
蛍　
　

＼弘

＼
ほ
た
る
飛
河
辺
の
ち
原
吹
送
る
風
の
行
手
に
み
え
て
す
ゞ
し
き

510
池
蓮　
　
　

蓮
生
る
池
の
さ
ゞ
浪
よ
る
光
る
玉
も
し
か
じ
と
み
が
く
白
露

511
夕
立　
　
　

山
河
の
渕
せ
も
わ
か
ず
時
の
間
に
あ
だ
波
さ
は
ぐ
夕
立
の
あ
め

512
納
涼　

＼弘

＼
鳴
せ
み
の
は
山
の
露
の
木
隠
によろ
し
く
候

秋
風
ま
た
ぬ
暮
ぞ
涼
し
き

513
六
月
祓　
　

五
十
鈴
川
涼
し
く
成
ぬ
ふ
り
す
て
ゝ
御
祓
す
る
瀬
に
夏
も
い
ぬ
め
り

514
早
秋　
　
　

け
さ
さ
そ
ふ
一
葉
に
そ
へ
て
散
露
も
袖
に
先
し
る
秋
の
は
つ
風

515
七
夕　
　
　

天
河
絶
ぬ
逢
瀬
は
い
つ
は
り
の
な
き
よ
を
星
の
空
に
し
れ
と
や

516
荻　
　
　
　

そ
よ
ぎ
た
つ
草
木
は
あ
れ
ど
秋
の
声
を
わ
き
て
待
と
る
荻
の
上
か
ぜ

517
萩　
　
　

＼
風
お
ほ
ふ
袖
か
と
ぞ
み
る
小
萩
さ
く
花
の
ま
が
き
に
交
る
尾
花
は

518
薄　
　
　

＼
つ
ゆ
ふ
か
き
む
ぐ
ら
の
宿
の
花
す
ゝ
き尤に
候誰
思
ひ
あ
る
袖
の
た
ぐ
ひ
ぞ
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519
野
虫　
　

＼
千
世
か
け
て
子
日
せ
し
の
に
鳴
始
る
是
や
二
ば
の
松
虫
の
声

520
初
雁　

＼カ
ラ
ス＼

秋
風
に
う
ら
珎
ら
し
く
聞
ゆ
也
は
つ
初花

染
の
衣
か
り
が
ね
（「
＼カ
ラ
ス」

は
朱
筆
）

521
田
鹿　
　

＼
啼
鹿
の
声
ぞ
淋
し
き
夕
日
影面し
ろ
く
候

色
ろ
こ
き
稲
の
中
に
ま
じ
り
て

522
秋
夕　
　
　

さ
び
し
さ
の
秋
に
も
れ
た
る
声
も
な
し
入
相
の
鐘
軒
の
松
風

523
山
月　
　

＼
曇
な
き
か
ゞ
み
を
か
け
て
山
鳥
のよろ
し
く
候

尾
上
さ
や
か
に
す
め
る
月
か
げ

524
橋
月　
　
　

月
は
猶
暁
か
け
て
冴
わ
た
る
か
げ
は
さ
な
が
ら
霜
の
板
は
し

525
浦
月　
　

＼
心
な
き
し
は
ざ
も
み
え
て
須
磨
の
海
士
の
し
ほ
焼
け
ぶ
り
月
に
た
な
引

526
社
頭
月　

＼
澄
月
に
鳥
居
も
あ
け
の
瑞
籬
も
み
え
て
木
ぶ
か
き
杜
の
下
か
げ

527
古
寺
月　
　

こ
ゝ
ろ
こ
そ
猶
澄
の
ぼ
れ
初
せ
山
尾
上
の
か
ね
の
月
の
夜
比
は

528
暁
鴫　
　
　

床
し
む
る
沢
田
の
し
ぎ
も
か
げ
清
き
有
明
の
月
に
う
か
れ
て
や
た
つ

529
擣
衣　
　

＼
小
夜
衣
よ
そ
に
聞
だ
に
臥
侘
ぬ
さ
ゝ
の
し
の
や
の
し
の
に
う
つ
音

530
河
霧　
　
　

明
わ
た
る
空
も
わ
か
れ
ず
橋
姫
の
待
よ
な
が
ら
の
宇
治
の
河
ぎ
り

531
菊　
　
　
　

さ
く
き
く
の
筐
に
千
代
を
し
め
置
て
下
行
水
や
老
を
せ
く
ら
ん

532
山
紅
葉　

＼
村
し
ぐ
れ
そ
め
て
千
入
の
か
ら
錦
た
ゝ
め
る
山
は
い
く
へ
と
も
な
し

533
九
月
尽　

＼
霜
む
す
ぶ
垣
ほ
の
ま
く
づ
う
ら
枯
て
恨
し
秋
も
終
に
く
れ
ぬ
る

534
初
冬　
　
　

今
朝
よ
り
は
山
風
あ
ら
く
吹
は
ら
ふ
木
の
は
も
ふ
ゆ
の
始
成
け
り

535
時
雨　
　
　

ふ
ら
ぬ
よ
り
先
一
し
き
り
音
た
て
ゝ
し
ぐ
れ
待
と
る
軒
の
松
か
ぜ

536
落
葉　
　
　

庭
の
面
の
苔
の
緑
も
青
地
に
て
紅
葉
の
錦
風
や
敷
ら
ん
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537
霜　
　
　

＼
よ
も
ぎ
ふ
の
人
め
か
れ
に
し
霜
の
上
に面白
く
候

日
か
げ
な
ら
で
は
と
ふ
跡
も
な
し

538
寒
蘆　
　

＼
残
る
日
の
影
も
程
な
く
く
る
ゝ
江
に
夕
霜
白
き
芦
の
村
だ
ち

539
冬
月　
　

＼
ね
ら
れ
ず
よ
む
ぐ
ら
の
や
ど
の
冬
の
月
袖
の
氷
を
ひ
し
き
物
に
て

540
氷　
　
　
　

吹
む
す
ぶ
池
の
さ
ゞ
波
こ
ほ
る
よ
り
音
な
き
風
の
み
え
て
寒
け
き

541
千
鳥　
　

＼
夕
日
か
げ
さ
す
や
洲
崎
の
塩
風
に
く
も
る
と
み
れ
ば
た
つ
鵆
哉

542
水
鳥　
　
　

さ
え
ま
さ
る
野
沢
の
夕
日
か
げ
う
す
く
残
る
か
た
へ
に
あ
さ
る
水
鳥

543
網
代　
　
　

あ
じ
ろ
守
さ
ゆ
る
夜
比
の
思
ひ
も
や
も
ゆ
る
か
ゞ
り
の
影
に
見
ゆ
ら
む

544
山
雪　
　

＼
寒
わ
た
る
湖
遠
く
雲
晴
て
雪
に
み
か
み
の
山
ぞ
ま
ぢ
か
き

545
庭
雪　
　
　

あ
と
つ
け
ば
い
か
に
う
か
ら
ん
ふ
り
は
へ
て
と
は
れ
ぬ
も
よ
し
庭
の
白
ゆ
き

546
鷹
狩　
　

＼
箸
鷹
の
外
山
の
夕
日
か
げ
落
て
あ
か
ぬ
狩
場
の
暮
行
は
お
し

547
神
楽　
　

＼
杜
の
か
げ
に
庭
火
の
光
や
ゝ
し
ろ
く
見
え
て
ほ
の
か
に
あ
け
の
玉
が
き

548
歳
暮　
　

＼
し
た
ふ
よ
り
う
さ
も
数
そ
ふ
年
の
暮よろ
し
く
候

よ
し
や
忘
れ
て
春
を
向
へ
ん

549
初
恋　
　
　

人
し
れ
ず
音
に
鳴
そ
め
て
今
日
よ
り
や
う
く
ひ
ず
と
の
み
袖
や
し
ほ
れ
ん

550
忍
恋　
　
　

い
ひ
出
ん
思
ひ
な
ら
ね
ば
を
し
こ
め
て
憂
も
な
げ
き
も
心
ひ
と
つ
に

551
祈
恋　
　

＼
逢
事
を
う
け
ひ
か
ず
と
も
神
に
わ
れ
恨
は
か
け
じ
杜
の
し
め
縄

552
聞
恋　

＼弘

＼
袖
ふ
れ
ば
猶
い
か
な
ら
ん
人
伝
に
聞
さ
へ
か
ゝ
る
露
の
乱
れ
を

553
不
逢
恋　

＼
か
く
て
の
み
あ
は
で
の
杜
の
名
も
つ
ら
し
絶
ぬ
雫
に
袖
は
し
ほ
れ
て

554
契
恋　
　

＼
か
は
ら
じ
と
頼
む
誠
も
お
ぼ
つ
か
な
憂
偽
の
な
ら
は
し
の
世
は
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555
逢
恋　
　

＼
も
ら
さ
じ
な
今
夜
逢
み
る
嬉
し
さ
の
つ
ゝ
む
に
余
る
袖
の
涙
は

556
別
恋　
　

＼
う
つ
ゝ
と
も
な
く
て
明
行
夜
半
な
れ
ば
つ
ら
き
別
も
夢
に
な
し
て
よ

557
後
朝
恋　

＼
あ
か
ざ
り
し
う
つ
り
香
と
め
て
い
と
ゞ
猶
今
朝
身
を
さ
ら
ぬ
人
の
俤

558
遠
恋　
　
　

こ
が
れ
つ
ゝ
都
は
る
か
に
へ
だ
て
ゝ
も
思
ふ
心
は
ち
か
の
し
ほ
が
ま

559
馴
恋　
　
　

と
け
や
ら
ぬ
心
ぞ
つ
ら
き
よ
そ
な
が
ら
な
る
ゝ
斗
を
慰
に
し
て

560
顕
恋　
　
　

涙
せ
く
袖
よ
り
い
か
で
あ
ら
は
れ
し
塩
ひ
に
み
え
ぬ
石
も
有
よ
に

561
増
恋　

＼カ
ラ
ス＼
解
そ
め
し
雪
の
下
水
日
に
そ
ひ
て
わ
が
思
ひ
川
ま
さ
り
も
ぞ
す
る
（「
＼カ
ラ
ス」
は
朱
筆
）

562
偽
恋　
　
　

い
つ
は
り
の
有
よ
と
か
ね
て
知
に
し
を
頼
め
し
我
ぞ
か
こ
つ
は
か
な
さ

563
悔
恋　
　
　

末
終
に
あ
さ
き
え
に
し
を
難
波
が
た
何
か
は
か
り
に
身
を
つ
く
し
け
ん

564
経
年
恋　

＼
こ
り
は
て
ぬず

い
つ
迄
か
く
て
忍
ぶ
山
朽
ぬ
歎
き
の
年
を
積
ら
む

565
忘
恋　
　
　

絶
ず
な
ど
思
ひ
も
す
て
ず
思
ふ
ら
ん
わ
す
ら
れ
果
し
身
を
ば
忘
れ
て

566
思　
　
　
　

人
心
な
び
か
ぬ
か
ら
に
絶
ず
我
思
ひ
の
け
ぶ
り
く
ゆ
り
侘
ぬ
る

567
片
恋　
　

＼
身
を
う
し
と
歎
く
も
は
か
な
思
ふ
と
も
お
も
は
ぬ
人
を
思
ひ
そ
め
て
は

568
恨　
　
　
　

あ
は
で
の
み
日
を
ふ
る
雪
の
真
葛
原
つ
も
る
恨
は
い
つ
か
と
け
ま
し

569
暁　
　
　
　

い
か
な
れ
ば
老
の
ね
覚
の
鳥
の
音
は
ま
た
れ
て
鳴
ぬ
暁
のぞ

な
き

570
名
所
松　

＼
み
き
と
い
ふ
人
は
あ
と
な
く
う
つ
る
よ
に
独
よ
は
ひ
や
武
隈
の
松

571
窓
竹　
　

＼
ま
ど
の
内
に
な
す
事
な
き
を
呉
竹
の
お
き
ふ
し
な
れ
て
思
は
ん
も
う
し

572
山
家　
　
　

峯
を
越
谷
を
へ
だ
て
ゝ
す
む
庵
は
隣
有
と
も
み
え
ぬ
淋
し
さ



142

573
田
家
雨　

＼
守
佗
ぬ
山
田
の
賎
が
芦
す
だ
れ
ふ
き
ま
く
風
に
雨
も
降
来
て

574
羇
旅　
　

＼
へ
だ
て
行
旅
を
し
ぞ
思
ふ
お
も
ふ
人物語
の
取
な
し
に
候
や

な
き
に
し
も
あ
ら
ぬ
ふ
る
さ
と
の
空

575
述
懐　
　

＼
い
か
に
し
て
如
何
に
も
と
め
ん
言
の
は
はおも
し
ろ
く
候

か
き
集
め
て
も
花
ぞ
ま
じ
ら
ぬ

576
夢　
　
　

＼
し
る
べ
せ
よ
和
か
の
浦
波
よ
る
〳
〵
の
夢
に
も
か
け
て
思
ふ
心
を

577
釈
教　
　
　

な
ど
て
か
は
踏
ま
よ
ふ
べ
き
法
の
道
心
の
月
の
く
も
ら
ざ
り
せ
ば

578
祝
言　
　

＼
御
調
物
は
こ
ぶ
に
し
る
し
治
れ
る
国
と
い
ふ
国
の
末
が
す
へ
ま
で
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